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『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』 

　
　
　
　

―
明
治
二
四
年
か
ら
明
治
三
九
年
ま
で

―

小　

野　

修　

三

は
じ
め
に

本
稿
は
「
編
輯
兼
發
行
人
井
上
正
明
」、「
發
行
所
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
刊
行
會
」、
上
巻
昭
和
一
三
年
二
月
一
日
発
行
、
下
巻
昭
和
一
〇
年
七
月
発
行
の
『
伯

爵
清
浦
奎
吾
傳
』
に
つ
い
て
、
そ
の
記
述
内
容
を
検
討
し
つ
つ
、
清
浦
奎
吾
に
関
す
る
伝
記
的
研
究
を
試
み
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
正
確
に
は
筆
者
は
昨
年

度
の
本
紀
要
に
お
い
て
「
明
治
五
年
か
ら
二
四
年
ま
で
の
清
浦
奎
吾
の
経
歴
（
1
（

」
を
『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
上
巻
を
参
照
し
つ
つ
論
じ
て
い
る
の
で
、
本
稿
は
そ

れ
に
続
く
貴
族
院
議
員
勅
任
、
内
務
省
警
保
局
長
辞
職
以
後
、
司
法
大
臣
、
農
商
務
大
臣
を
歴
任
し
て
枢
密
院
顧
問
官
親
任
、
貴
族
院
議
員
辞
職
に
至
る
ま
で

の
清
浦
に
つ
い
て
、
同
書
（
上
巻
（
第
三
編
が
記
す
「
歐
洲
視
察
」、「
再
び
司
法
省
に
入
る
」、「
支
那
漫
遊
」、「
三
た
び
司
法
省
に
入
る
」、「
桂
内
閣
時
代
」

か
ら
同
書
（
下
巻
（
第
四
編
が
記
す
「
樞
密
院
に
入
る
」
ま
で
、
す
な
わ
ち
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
年
（
か
ら
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
年
（
ま
で
、
そ
の

年
齢
に
し
て
四
一
歳
か
ら
五
六
歳
ま
で
の
一
五
年
間
を
論
じ
た
い
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
同
書
（
下
巻
（
第
四
編
の
続
く
「
内
閣
組
織
拝
命
」、

「
爾
後
の
十
年
間
」
そ
し
て
第
五
編
の
「
再
度
の
組
閣
拝
命
」、
第
六
編
の
「
閑
中
忙
、
忙
中
閑
」
と
い
う
大
正
期
以
降
の
清
浦
の
経
歴
に
つ
い
て
は
扱
わ
な
い

こ
と
に
な
る
。
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第
一
章　

貴
族
院
議
員
に
し
て
司
法
次
官

清
浦
家
所
蔵
の
履
歴
書
（
農
商
務
省
便
箋
、
内
閣
便
箋
、
清
浦
家
便
箋
に
筆
記
さ
れ
た
も
の
三
種
（
に
よ
れ
ば
、
清
浦
奎
吾
は
明
治
二
四
年
四
月
九
日
に

「
貴
族
院
令
第
一
條
第
四
項
ニ
依
リ
貴
族
院
議
員
ニ
任
」
ぜ
ら
れ
、
次
い
で
同
じ
四
月
九
日
に
「
依
願
免
本
官
」
と
あ
る
。
貴
族
院
議
員
に
任
命
さ
れ
、
次
い

で
内
務
省
警
保
局
長
を
辞
職
と
い
う
順
序
に
は
間
違
い
は
な
い
が
、
裁
可
を
仰
い
だ
日
と
裁
可
が
下
っ
た
日
と
が
同
一
で
あ
る
と
す
る
と
、
日
付
は
不
正
確
だ

と
思
わ
れ
る
。
貴
族
院
議
員
に
任
命
さ
れ
た
の
は
明
治
二
四
年
四
月
四
日
、「
依
願
免
本
官
」
は
同
年
四
月
九
日
と
記
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
国
立

公
文
書
館
所
蔵
「
内
務
省
警
保
局
長
清
浦
奎
吾
貴
族
院
議
員
ニ
被
任
ノ
件
」
に
は
、
次
の
文
書
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
内
務
省
警
保
局
長
従
四
位
勲
五
等
清
浦
奎
吾
／
貴
族
院
令
第
一
條
四
項
ニ
依
リ
貴
族
院
議
員
ニ
任
ス
／
右
謹
テ
裁
可
ヲ
仰
ク
／
明
治
廿
四
年
四
月
四

日
／
内
閣
總
理
大
臣
伯
爵
山
縣
有
朋
花
押
（
2
（

」（
／
は
改
行
を
意
味
す
る
。
以
下
同
じ

―
筆
者
注
（

そ
し
て
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
内
務
省
警
保
局
長
清
浦
奎
吾
依
願
免
官
ノ
件
」
に
は
、
清
浦
自
身
の
筆
に
な
る
次
の
文
書
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
私
儀
／
今
般
貴
族
院
議
員
ニ
勅
任
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
付
退
官
致
度
速
ニ
聴
許
相
成
候
様
可
然
御
取
計
ア
ラ
ム
コ
ト
ヲ
請
フ
敬
具
／
明
治
廿
四
年
四
月
□

日
内
務
省
警
保
局
長
清
浦
奎
吾
印
／
内
閣
總
理
大
臣
伯
山
縣
有
朋
殿
（
（
（

」（
□
は
空
欄
を
意
味
す
る
。
以
下
同
じ

―
筆
者
注
（

そ
し
て
こ
れ
を
受
け
て
内
閣
が
発
し
た
次
の
文
書
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
内
務
省
警
保
局
長
清
浦
奎
吾
／
依
願
免
本
官
／
右
謹
テ
裁
可
ヲ
仰
ク
／
明
治
廿
四
年
四
月
九
日
／
内
閣
總
理
大
臣
伯
爵
山
縣
有
朋
花
押
（
（
（

」
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『伯爵清浦奎吾傳』

こ
う
し
て
清
浦
は
明
治
九
年
八
月
司
法
省
に
「
補
司
法
省
九
等
出
仕
（
（
（

」
と
し
て
入
省
以
来
一
五
年
に
亘
る
官
職
か
ら
明
治
二
四
年
四
月
に
離
れ
た
が
、
間
を

置
か
ず
貴
族
院
議
員
と
な
る
。
貴
族
院
と
は
明
治
二
二
年
二
月
一
一
日
「
勅
令
十
一
号　

貴
族
院
令
」
に
「
朕
大
日
本
帝
國
憲
法
ノ
明
文
ニ
依
リ
樞
密
顧
問
ノ

諮
詢
ヲ
經
テ
貴
族
院
令
ヲ
發
布
ス
云
々
」
と
あ
り
、
御
名
御
璽
に
続
い
て
内
閣
総
理
大
臣
伯
爵
黒
田
清
隆
、
枢
密
院
議
長
伯
爵
伊
藤
博
文
、
外
務
大
臣
伯
爵
大

隈
重
信
ら
の
署
名
に
続
き
、「
第
一
條　

貴
族
院
ハ
左
ノ
議
員
ヲ
以
テ
組
織
ス
」
と
し
て
、
五
種
類
の
議
員
が
列
記
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

　

「
一　

皇
族

　
　

二　

公
侯
爵

　
　

三　

伯
子
男
爵
各
々
其
ノ
同
爵
中
ヨ
リ
選
擧
セ
ラ
レ
タ
ル
者

　
　

四　

國
家
ニ
勲
勞
ア
リ
又
ハ
學
識
ア
ル
者
ヨ
リ
特
ニ
勅
任
セ
ラ
レ
タ
ル
者

　
　

五　

各
府
縣
ニ
於
テ
土
地
或
ハ
工
業
商
業
ニ
付
多
額
ノ
直
接
國
税
ヲ
納
ム
ル
者
ヨ
リ
一
人
ヲ
互
選
シ
テ
勅
任
セ
ラ
レ
タ
ル
者
（
6
（

」

内
務
省
警
保
局
長
清
浦
奎
吾
は
明
治
二
四
年
四
月
四
日
の
時
点
で
、
こ
の
貴
族
院
令
第
一
條
第
四
項
の
「
國
家
ニ
勲
勞
ア
リ
」
と
し
て
内
閣
か
ら
推
薦
さ
れ

て
「
勅
任
セ
ラ
レ
タ
ル
」
議
員
と
な
り
、
同
月
八
日
付
で
埼
玉
県
知
事
小
松
原
英
太
郎
が
内
務
省
警
保
局
長
に
任
命
（
7
（

さ
れ
、
翌
九
日
付
で
清
浦
は
内
務
省
を
去

っ
た
。

明
治
二
四
年
の
貴
族
院
議
員
一
年
生
当
時
の
清
浦
の
様
子
を
伝
え
る
記
述
は
、
清
浦
家
所
蔵
の
履
歴
書
で
は
実
質
的
に
何
も
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
明
治
二

四
年
に
は
清
浦
家
所
蔵
の
履
歴
書
の
明
治
二
三
年
二
月
一
八
日
の
項
に
記
さ
れ
た
「
御
用
有
之
歐
洲
ヘ
被
差
遣
」
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。『
伯
爵
清
浦
奎
吾

傳
』
が
呼
ぶ
「
歐
洲
視
察
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
来
は
内
務
省
警
保
局
長
と
し
て
の
、「
御
用
」
と
い
う
緩
や
か
な
任
務
を
帯
び
た
海
外
出
張
の
は
ず
が
、

当
該
官
職
を
離
れ
た
後
の
貴
族
院
議
員
の
身
分
で
の
出
張
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
今
日
の
常
識
か
ら
す
れ
ば
許
容
さ
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、

明
治
政
府
の
最
重
要
課
題
た
る
不
平
等
条
約
改
正
の
た
め
の
統
治
機
構
整
備
作
業
と
い
う
趣
旨
で
、「
貴
族
院
議
員
元
警
保
局
長
清
浦
奎
吾
君
（
8
（

」
の
出
張
は
広

く
承
認
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
は
清
浦
自
身
の
言
葉
を
「
清
浦
伯
談
」
と
し
て
伝
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
「
清
浦
伯
談
」
か
ら
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引
用
し
よ
う
。
警
保
局
長
代
理
を
立
て
て
の
出
張
と
い
う
こ
と
も
、
実
現
は
無
理
だ
っ
た
が
、
手
続
と
し
て
は
あ
っ
た
こ
と
が
読
め
る
。
す
な
わ
ち
、

「（
前
略
（
私
も
二
十
年
頃
か
ら
是
非
一
度
歐
州
を
一
巡
し
て
來
た
い
と
云
ふ
希
望
を
、
し
き
り
に
賴
み
こ
ん
だ
が
、
何
分
當
時
警
保
局
長
の
要
職
に
あ

り
、
文
字
通
り
不
眠
不
休
、
晝
夜
兼
行
と
云
ふ
多
忙
さ
で
、
洋
行
な
ど
と
て
も
許
可
さ
れ
さ
う
に
な
か
つ
た
。
／
二
十
三
年
だ
つ
た
。
餘
り
や
か
ま
し
く

催
促
す
る
も
の
だ
か
ら
、
兎
も
角
、
洋
行
許
可
の
辭
令
だ
け
は
發
せ
ら
る
ゝ
こ
と
に
な
り
、
そ
の
年
二
月
、
御
用
有
之
歐
洲
に
差
遣
は
さ
る
と
云
ふ
洋
行

の
手
形
を
與
へ
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
年
は
、
恰
も
第
一
回
帝
國
議
會
開
會
の
年
な
の
で
、
實
際
は
洋
行
の
途
に
就
く
こ
と
を
叶
へ
さ
せ
ら
れ
ず
、
議
會

が
濟
ん
で
、
二
十
四
年
四
月
私
は
思
ひ
切
つ
て
、
警
保
局
長
の
現
職
を
辭
す
る
こ
と
に
し
た
。
當
時
と
し
て
は
警
保
局
長
の
職
は
、
到
底
代
理
で
は
や
つ

て
行
け
な
い
事
情
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
（
（
（

。」

こ
こ
に
お
い
て
前
述
の
事
情
と
は
異
な
る
が
、
再
び
日
付
の
問
題
に
触
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
内
閣
・
警
保
局
長
清
浦
奎
吾
欧
州
ヘ
差

遣
ノ
件
」
を
見
る
と
、「
洋
行
許
可
の
辭
令
」
は
明
治
二
三
年
二
月
で
は
な
く
、
そ
の
半
年
前
の
明
治
二
二
年
九
月
の
段
階
で
内
務
大
臣
が
内
閣
総
理
大
臣
に

上
奏
書
を
届
け
、
内
閣
も
こ
れ
を
そ
の
時
点
で
承
認
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
そ
の
承
認
が
下
り
て
か
ら
、
日
付
の
み
半
年
後
の
翌
明
治
二
三
年
二

月
に
変
更
と
い
う
手
続
き
が
執
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
三
種
の
書
類
を
引
用
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

「
内
務
省
警
保
局
長
清
浦
奎
吾
歐
行
ノ
件
／
御
用
有
之
歐
洲
ヘ
被
差
遣　

内
務
省
警
保
局
長
清
浦
奎
吾
／
右
警
察
事
務
取
調
ノ
為
メ
往
返
共
一
ヶ
年
ノ

積
ヲ
以
テ
歐
洲
ヘ
被
差
遣
度
尤
モ
右
ニ
係
ル
経
費
ハ
総
テ
當
省
経
費
ヲ
以
支
辨
ノ
筈
ニ
付
頭
書
之
通
命
セ
ラ
レ
度
謹
テ
／
上
奏
ス
／
明
治
廿
二
年
九
月
廿

六
日　

内
務
大
臣
伯
爵
松
方
正
義
印
（
（1
（

」

「
別
紙
内
務
省
警
保
局
長
清
浦
奎
吾
欧
行
ノ
件
／
上
奏
書
進
達
ス
／
明
治
廿
二
年
九
月
廿
六
日　

内
務
大
臣
伯
爵
松
方
正
義
印
／
内
閣
總
理
大
臣
伯
爵

黒
田
清
隆
殿
（
（（
（

」
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『伯爵清浦奎吾傳』

「
明
治
廿
二
年
九
月
廿
七
日　

内
閣
書
記
官
印
／
内
閣
總
理
大
臣
黒
田
清
隆
花
押　

内
閣
書
記
官
長
印
／
各
省
大
臣
印
（
花
押
（
／
内
務
大
臣
上
奏
内

務
省
警
保
局
長
清
浦
奎
警
察
事
務
取
調
ノ
為
メ
歐
洲
ヘ
差
遣
ノ
件
／
右
閣
議
ニ
供
ス
／
内
務
省
警
保
局
長
清
浦
奎
吾
／
御
用
有
之
歐
洲
ヘ
被
差
遣
（
（1
（

」

そ
し
て
こ
の
三
番
目
の
書
類
の
欄
外
に
は
「
廿
三
年
二
月
十
八
日
附
変
」
と
書
き
足
さ
れ
て
お
り
、
閣
議
の
決
定
の
日
付
は
最
終
的
に
は
清
浦
家
所
蔵
の
履

歴
書
お
よ
び
『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
の
記
述
の
通
り
明
治
二
三
年
二
月
一
八
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
実
は
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
内
閣
・
警
保
局
長

清
浦
奎
吾
欧
州
ヘ
差
遣
ノ
件
」
に
は
次
の
も
う
一
通
の
書
類
が
含
ま
れ
て
い
る
。
日
付
変
更
は
一
再
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
内
務
省
警
保
局
長
清
浦
奎
吾
／
御
用
有
之
歐
洲
ヘ
被
差
遣
／
右
謹
テ
奏
ス
／
明
治
廿
二
年
十
一
月
十
八
日
／
内
閣
總
理
大
臣
公
爵
三
條
實
美
花
押
（
（1
（

」

繰
り
返
さ
れ
た
日
付
変
更
か
ら
は
ま
さ
し
く
当
時
の
清
浦
の
「
不
眠
不
休
、
晝
夜
兼
行
」
が
浮
か
び
上
が
る
が
、
こ
の
海
外
出
張
の
実
際
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
の
か
。「
清
浦
伯
談
」
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
私
は
洋
行
中
、
主
と
し
て
警
察
制
度
、
監
獄
制
度
お
よ
び
自
治
體
に
關
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
國
を
視
察
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
（
（1
（

」。

「
私
が
ド
イ
ツ
に
渡
つ
た
頃
、
丁
度
、
西
園
寺
公
が
公
使
と
し
て
そ
こ
に
居
ら
れ
た
が
、
既
に
歸
朝
の
許
可
を
得
て
、
近
日
中
に
出
發
さ
れ
る
と
云
ふ

こ
と
で
あ
っ
た
。（
中
略
（
西
園
寺
公
の
後
に
は
井
上
勝
之
助
氏
が
代
理
公
使
を
勤
め
ら
れ
た
。
又
日
本
に
曾
て
四
年
も
雇
は
れ
て
居
た
ハ
フ
ト
マ
ン
・

ヘ
ー
ン
氏
が
、
丁
度
、
私
が
洋
行
す
る
前
年
の
秋
に
歸
國
し
て
居
ら
れ
た
の
で
、
大
に
歡
迎
さ
れ
、
警
察
、
監
獄
、
自
治
體
の
こ
と
を
調
査
す
る
上
に
、

種
々
奔
走
し
て
呉
れ
た
。
井
上
代
理
公
使
も
内
務
大
臣
に
紹
介
の
勞
を
採
つ
て
く
れ
た
云
（々
（1
（

」。

出
張
か
ら
の
帰
国
は
明
治
二
五
年
三
月
五
日
（
（1
（

で
あ
り
、
前
年
四
月
下
旬
（
（1
（

に
出
発
し
て
い
た
の
で
、
一
〇
ヵ
月
余
の
洋
行
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
出
張
中
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に
清
浦
は
ト
ル
コ
皇
帝
か
ら
勲
章
を
贈
与
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
は
こ
う
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「（
ト
ル
コ
入
国

に
先
立
つ
明
治
二
三
年
九
月
―
筆
者
注
（
ト
ル
コ
の
一
軍
艦
が
、
わ
が
紀
州
沖
で
難
破
し
た
事
件
が
あ
つ
た
。
帝
國
軍
艦
は
そ
の
乘
組
員
の
救
助
せ
ら
れ
た
者

を
送
つ
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル
に
赴
き
、
ト
ル
コ
帝
室
及
び
國
民
に
對
し
て
、
非
常
の
好
感
を
與
へ
た
。（
中
略
（
伯
は
そ
の
為
め
に
、
豫
想
外
の
大

歡
迎
を
受
け
た
。（
中
略
（
清
浦
伯
爵
は
國
賓
の
取
扱
ひ
を
受
け
、
オ
ス
マ
ン
三
等
勲
章
を
さ
へ
贈
ら
れ
た
（
（1
（

。」

清
浦
は
こ
の
勲
章
の
「
受
領
佩
用
（
（1
（

」
許
可
を
賞
勲
局
総
裁
侯
爵
西
園
寺
公
望
に
対
し
て
、
帰
国
後
の
明
治
二
五
年
三
月
一
〇
日
に
願
い
出
て
、
同
月
一
八
日

に
裁
可
を
仰
ぐ
手
続
き
が
執
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

「
貴
族
院
議
員
従
四
位
勲
五
等
清
浦
奎
吾
土
耳
格
國
オ
ス
マ
ニ
ヤ
三
等
勲
章
受
領
及
佩
用
願
ノ
件
／
右
謹
テ
裁
可
ヲ
仰
ク
／
明
治
廿
五
年
三
月
十
八
日

／
内
閣
總
理
大
臣
伯
爵
松
方
正
義
花
押
（
11
（

」

ま
た
清
浦
は
帰
国
後
一
ヵ
月
が
過
ぎ
た
明
治
二
五
年
四
月
一
六
日
、「
一
ツ
橋
外
帝
國
大
學
講
義
室
に
開
き
た
る
獄
事
懇
話
會
に
（
1（
（

」
お
い
て
、
聴
衆
に
は
帰

朝
報
告
と
受
け
取
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
演
説
を
行
な
っ
て
い
た
。
新
聞
に
そ
の
「
要
旨
（
11
（

」
が
載
っ
た
の
で
、
そ
の
新
聞
記
事
か
ら
引
用
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

「
余
は
監
獄
改
良
を
唱
る
一
人
な
り
其
改
良
を
望
む
所
以
の
も
の
は
唯
國
家
は
國
家
本
領
の
義
務
と
し
て
國
法
執
行
の
精
神
を
貫
く
為
め
に
は
監
獄
懲

治
の
目
的
を
達
す
る
に
要
す
る
義
務
は
盡
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
抑
も
監
獄
は
刑
の
執
行
塲
た
り
然
る
に
其
監
獄
に
し
て
刑
の
執
行
方
法
刑
法
の
精

神
に
副
は
ず
ん
ば
是
れ
國
家
自
ら
刑
法
の
遵
守
を
怠
る
も
の
な
り
監
獄
改
良
の
道
を
講
ず
る
は
實
に
必
要
已
む
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り

（
中
略
（

犯
罪
は
一
種
の
傳
染
病
な
り
又
一
種
の
遺
傳
病
な
り
其
害
毒
は
實
に
恐
る
べ
き
も
の
に
し
て
若
し
之
れ
に
對
す
る
感
化
懲
治
の
道
其
宜
し
き
を
得
ざ
る
と

き
は
社
會
は
其
毒
氣
に
傳
染
し
吾
人
の
生
命
財
産
の
安
固
を
害
す
る
に
至
ら
ん
と
す
之
れ
が
撲
滅
は
最
も
力
を
盡
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ず
彼
の
葡
萄
或
は
林
檎

の
園
圃
を
見
よ
能
く
空
氣
を
流
通
せ
し
め
勉
め
て
蟲
害
を
豫
防
し
若
く
は
之
を
驅
除
す
る
こ
と
を
怠
ら
ず
人
は
世
界
と
云
ふ
天
然
の
園
圃
に
生
じ
た
る
美
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果
良
種
に
あ
ら
ず
や
然
る
に
其
蟲
害
を
豫
防
し
若
く
は
之
を
驅
除
す
る
の
力
を
盡
す
こ
と
却
て
葡
萄
林
檎
を
愛
養
す
る
に
及
ば
ざ
る
も
の
は
抑
も
何
の
心

ぞ
や

蓋
し
監
獄
の
學
理
を
論
ず
る
は
獨
り
監
獄
學
者
の
任
に
あ
ら
ず
又
監
獄
行
政
の
改
良
を
圖
る
は
單
に
獄
務
當
局
者
の
責
の
み
な
ら
ず
其
他
の
人
士
に
於
て

も
亦
間
接
の
責
任
あ
り
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
世
の
人
士
が
監
獄
を
度
外
視
す
る
は
即
ち
監
獄
の
改
良
せ
ざ
る
所
以
な
り
放
免
囚
保
護
會
社
の
隆
盛
に
興

起
せ
ざ
る
は
以
て
世
人
が
監
獄
に
冷
淡
な
る
を
徴
す
る
に
足
る
試
み
に
思
へ
吾
人
は
監
獄
費
を
負
擔
す
る
の
義
務
あ
り
又
其
制
度
及
施
行
に
關
し
喙
を
容

る
ゝ
の
權
利
あ
る
以
上
は
監
獄
の
事
は
宜
し
く
注
目
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
即
ち
官
民
力
を
協
せ
傳
染
病
の
退
治
に
力
を
盡
す
が
如
く
犯
罪
て
ふ
一
種
の
傳
染

病
並
に
遺
傳
疾
に
對
し
て
も
亦
共
に
力
を
盡
し
以
て
此
病
魔
を
社
會
よ
り
驅
逐
し
天
然
の
園
圃
を
清
潔
な
ら
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず

我
邦
近
年
獄
事
の
改
良
に
従
事
し
或
は
獄
務
官
練
習
所
を
設
け
或
は
監
獄
巡
閲
官
監
獄
評
議
會
等
を
設
け
力
を
盡
し
た
る
を
以
て
之
を
封
建
時
代
の
監
獄

に
比
す
れ
ば
稍
や
其
面
目
を
一
新
し
た
り
と
雖
も
顧
て
之
を
歐
州
監
獄
の
状
況
に
比
す
れ
ば
未
だ
完
全
の
域
に
達
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
猶
幼
稺
に
し
て

往
々
監
獄
と
謂
は
ん
よ
り
寧
ろ
犯
罪
人
共
同
繋
囚
塲
と
稱
す
る
の
適
當
な
る
も
の
あ
り
例
へ
ば
我
監
獄
則
に
よ
れ
ば
犯
罪
の
種
類
、
犯
數
及
犯
人
の
年
齢

等
に
因
て
各
監
房
を
別
に
す
る
の
制
な
る
も
實
際
往
々
此
目
的
を
達
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
の
あ
り
特
に
縣
廳
所
在
地
外
の
監
獄
に
至
り
て
は
僅
か
に
男

囚
女
囚
を
區
別
す
る
に
過
ぎ
ず
實
に
今
日
の
監
獄
は
國
庫
金
及
地
方
費
を
以
て
設
置
し
た
る
悪
業
者
養
成
所
な
り
と
謂
ふ
も
亦
強
ち
誣
言
に
あ
ら
ざ
る
べ

し
此
の
如
き
有
様
に
て
條
約
改
正
を
為
す
あ
ら
ば
外
国
人
を
囚
檻
す
る
に
當
り
大
に
不
都
合
を
唱
ふ
る
も
の
あ
る
に
至
る
べ
し
或
は
云
ふ
外
人
若
し
我
國

法
權
の
下
に
立
つ
に
至
ら
ば
之
が
取
扱
は
特
別
に
す
れ
ば
可
な
り
と
云
ふ
も
の
あ
る
も
同
一
の
法
律
に
服
す
べ
き
人
民
に
し
て
其
取
扱
を
異
に
す
る
は
不

公
平
に
し
て
行
ふ
能
は
ざ
る
こ
と
な
り

（
中
略
（

余
が
見
る
所
を
以
て
す
れ
ば
幼
年
囚
徒
は
普
通
監
獄
よ
り
分
離
し
數
縣
を
合
し
て
幼
年
檻
を
設
け
成
べ
く
之
を
分
房
制
に
構
造
し
強
制
教
育
的
精
神
を
以

て
彼
の
不
幸
憐
む
べ
き
者
を
養
成
し
純
白
の
質
に
化
せ
し
め
ん
こ
と
を
希
望
す
又
幼
年
の
不
論
罪
者
に
し
て
懲
治
塲
に
入
る
者
の
如
き
は
感
化
院
又
は
強

制
教
育
所
に
於
て
一
日
若
く
は
一
週
若
干
の
賄
費
を
以
て
之
に
委
託
し
て
懲
治
せ
し
め
得
る
の
法
を
設
く
る
も
亦
必
要
な
る
業
な
り
と
す

初
期
の
犯
罪
者
は
初
期
の
肺
患
者
の
如
く
其
治
療
に
よ
り
て
は
充
分
回
復
の
望
あ
る
者
な
り
然
る
に
我
國
の
現
況
は
初
期
の
犯
罪
に
し
て
改
悛
の
望
み
あ
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る
者
は
却
つ
て
監
獄
中
最
も
不
完
全
な
る
監
獄
に
拘
禁
せ
ら
れ
之
を
檢
束
す
る
紀
律
之
を
改
悛
せ
し
む
る
教
誨
十
分
な
ら
ず
役
業
は
稿
工
の
如
き
以
て
役

と
な
す
に
足
ら
ざ
る
業
を
執
ら
し
め
給
養
亦
或
は
欠
く
る
所
あ
る
を
免
か
れ
ず
是
豈
に
初
犯
者
に
對
す
る
の
道
な
ら
ん
や
斯
の
如
き
將
來
に
改
悛
の
望
あ

る
者
は
可
成
之
を
良
制
の
監
獄
に
入
れ
成
る
べ
く
之
を
分
房
に
拘
禁
し
其
改
悛
の
情
状
顯
著
な
る
者
は
假
出
獄
等
の
恩
典
に
浴
せ
し
め
斯
民
を
し
て
一
人

た
り
と
も
純
白
に
復
せ
し
め
ん
こ
と
を
希
望
す
る
は
則
ち
吾
人
の
共
同
生
存
す
る
此
社
會
を
清
淨
、
安
寧
な
ら
し
め
ん
が
為
め
に
過
ぎ
ず
又
教
誨
師
は
犯

罪
と
云
ふ
傳
染
兼
遺
傳
病
者
の
醫
師
に
し
て
説
教
は
其
病
根
を
治
療
す
る
の
薬
剤
な
れ
ば
可
成
良
醫
否
良
教
誨
師
を
求
め
良
藥
を
投
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず
是

迄
の
様
に
日
曜
休
役
の
後
に
至
り
儀
式
様
に
總
囚
を
混
同
し
て
説
教
す
る
が
如
き
は
所
謂
氣
休
め
に
賣
薬
を
服
用
す
る
と
一
般
に
て
其
効
能
は
な
か
る
べ

し
頃
ろ
各
監
獄
の
教
誨
師
が
都
下
に
集
り
て
教
誨
改
良
の
協
議
あ
り
と
聞
く
余
は
教
誨
師
諸
士
に
對
し
て
は
一
層
の
盡
力
を
請
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
（
11
（

」。

「
而
し
て
監
獄
の
改
良
を
圖
る
の
道
は
一
に
し
て
足
ら
ず
と
雖
ど
も
監
獄
の
改
良
を
圖
る
に
主
因
と
な
る
者
は
實
に
監
獄
費
の
支
出
法
是
な
り
余
は
固

よ
り
監
獄
費
國
庫
支
辨
論
を
主
張
す
る
も
の
な
り
併
し
余
は
絶
對
的
に
監
獄
費
を
國
庫
支
辨
と
為
す
べ
し
と
は
論
ぜ
ず
只
果
し
て
地
方
税
負
擔
に
て
も
改

良
が
出
來
得
る
者
な
ら
ば
是
非
之
を
國
庫
支
辨
に
せ
よ
と
は
い
は
ず
然
れ
ど
も
之
を
既
往
に
徴
し
現
在
に
照
し
及
將
來
を
察
す
る
に
地
方
税
支
辨
を
以
て

改
良
の
目
的
を
達
す
る
事
難
く
之
を
國
庫
支
辨
と
な
さ
ば
有
形
或
は
無
形
上
に
監
獄
の
改
良
を
圖
る
に
都
合
よ
し
然
る
に
昨
年
の
通
常
會
に
於
て
此
の
道

理
あ
り
便
益
あ
る
監
獄
費
國
庫
支
辨
案
を
一
抹
に
廢
棄
し
た
る
は
痛
惜
す
べ
き
な
り
余
は
此
議
案
が
再
び
五
月
の
議
會
に
提
出
せ
ら
る
ゝ
あ
ら
ば
議
會
は

吾
人
を
し
て
痛
惜
を
復
た
び
せ
し
め
ざ
る
事
を
希
望
す
（
11
（

」。

最
後
に
言
及
さ
れ
た
「
監
獄
費
國
庫
支
辨
案
」（
正
式
に
は
「
府
縣
監
獄
費
及
府
縣
監
獄
建
築
修
繕
費
ノ
國
庫
支
辨
ニ
關
ス
ル
法
律
案
（
11
（

」（
が
政
府
か
ら
帝
国

議
会
に
提
出
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
四
年
一
二
月
一
日
に
開
会
さ
れ
た
第
二
回
通
常
議
会
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
衆
議
院
で
当
該
法
案
審
議
が
一
二
月
二
日
か

ら
始
ま
り
、
一
二
月
九
日
に
至
っ
て
「
監
獄
費
ヲ
國
庫
支
辨
ト
ナ
ス
ハ
性
質
上
其
然
ル
可
キ
ヲ
認
ム
レ
ト
モ
時
機
尚
早
キ
ヲ
以
テ
本
案
ヲ
廢
棄
ス
ル
（
11
（

」
案
が
賛

成
多
数
で
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
一
二
月
一
四
日
に
開
か
れ
た
貴
族
院
で
は
「
議
長
（
侯
爵
蜂
須
賀
茂
韶
君
（
一
昨
日
衆
議
院
ヨ
リ
政
府
提
出
府
縣
監

獄
費
及
府
縣
監
獄
建
築
修
繕
費
國
庫
支
辨
ニ
關
ス
ル
法
律
案
ヲ
否
決
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
通
知
ヲ
受
領
致
シ
マ
シ
タ
、
此
段
ヲ
御
報
告
ニ
及
ビ
マ
ス
（
11
（

」
と
の
報
告
が
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な
さ
れ
た
が
、
法
案
審
議
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
先
述
の
通
り
、
こ
の
当
時
清
浦
は
洋
行
中
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
清
浦
が
洋
行
か
ら
戻
っ
た
「
五
月
の
議
會
」、
す
な
わ
ち
明
治
二
五
年
五
月
六
日
に
開
会
し
、
六
月
一
四
日
に
閉
会
し
た
第
三
回
帝
国
議

会
（
11
（

に
お
い
て
は
、
ま
ず
貴
族
院
の
方
で
五
月
七
日
に
「
府
縣
監
獄
費
及
府
縣
監
獄
建
築
修
繕
費
國
庫
支
辨
ニ
關
ス
ル
法
律
案
受
領
ノ
報
告
（
11
（

」
が
行
な
わ
れ
、
五

月
九
日
か
ら
一
四
日
ま
で
審
議
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
五
月
一
四
日
に
は
同
「
法
律
案
ヲ
衆
議
院
へ
送
付
セ
シ
報
告
（
11
（

」
が
な
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
衆

議
院
で
は
同
案
の
「
審
査
特
別
委
員
會
（
1（
（

」
が
設
置
さ
れ
て
、
六
月
六
日
に
は
政
府
委
員
小
松
原
英
太
郎
が
「
監
獄
費
國
庫
支
辨
ノ
原
因
ハ
遇
囚
統
一
ノ
實
ヲ
舉

ク
ル
ニ
ア
リ
現
時
各
府
縣
ニ
置マ
マ

ケ
ル
囚
徒
ノ
給
與
獄
舎
ノ
構
造
區
々
ニ
シ
テ
或
ハ
改
築
ヲ
要
ス
ル
モ
財
政
ノ
餘
裕
ナ
ク
遂
ニ
ハ
囚
人
ヲ
シ
テ
不
便
ヲ
起
サ
シ
ム

ル
ノ
地
夥
多
ア
リ
（
11
（

」
と
答
弁
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
六
月
一
四
日
に
は
委
員
長
中
野
武
営
が
現
行
制
度
は
地
方
分
権
に
資
す
る
も
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
差
支
無

し
と
の
反
対
論
を
述
べ
た
後
に
、「
討
論
ノ
盡
セ
ル
ヲ
以
テ
即
チ
終
結
ヲ
告
ク
平
林
九
兵
衛
君
ハ
原
案
ニ
賛
成
ヲ
表
シ
他
ハ
悉
ク
本
案
否
決
ノ
意
思
ナ
ル
ヲ
以

テ
勿
論
起
立
ヲ
取
ル
ニ
及
ス
ト
思
考
ス
如
何
（
11
（

」
と
議
場
に
問
い
、「
委
員
長
ハ
多
數
ヲ
以
テ
當
委
員
會
ハ
本
案
ヲ
否
決
ス
可
キ
旨
ヲ
宣
告
（
11
（

」
し
た
。
清
浦
の

「
希
望
」
は
叶
う
こ
と
な
く
、
第
一
四
回
通
常
議
会
で
の
採
択
（
明
治
三
三
年
一
月
一
五
日
法
律
第
四
号
「
府
縣
監
獄
費
及
府
縣
監
獄
建
築
修
繕
費
國
庫
支
辨

ニ
關
ス
ル
法
律
」（
ま
で
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、「
監
獄
費
國
庫
支
辨
論
」
は
洋
行
に
先
立
っ
て
公
表
さ
れ
て
い
た
清
浦
の
持
論
で
あ
っ
た
。

『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
は
こ
の
持
論
の
展
開
に
関
し
て
、「
清
浦
伯
爵
は
外
遊
發
途
に
先
だ
つ
て
、
左
の
書
翰
と
共
に
『
節
約
し
た
る
政
費
を
以
て
、
府
縣
監

獄
の
費
用
を
國
庫
支
辨
の
舊
に
復
す
べ
き
意
見
』
を
大
日
本
監
獄
協
會
に
送
つ
た
。
又
別
に
同
意
見
書
を
貴
衆
議
院
議
員
に
も
配
付
し
た
（
11
（

」
と
説
明
し
て
い
る
。

『
大
日
本
監
獄
協
會
雜
誌
』
第
三
六
号
（
明
治
二
四
年
四
月
（
に
掲
載
さ
れ
た
書
簡
と
意
見
書
を
順
に
紹
介
し
よ
う
。
最
初
に
引
用
す
る
書
簡
は
そ
の
全
文
、

次
の
意
見
書
は
そ
の
抜
粋
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
拝
啓
愈
御
清
福
敬
賀
々
々
陳
は
左
の
一
篇
は
余
か
獄
務
上
所
見
の
概
要
な
り
と
す
就
て
は
本
年
帝
國
議
會
に
於
て
此
の
意
見
を
提
出
せ
ん
と
す
る
の

所
存
に
有
之
候
處
今
回
歐
洲
漫
遊
の
途
に
就
き
到
底
本
年
の
議
會
に
列
す
る
こ
と
を
得
さ
れ
は
今
茲
に
之
を
貴
會
に
投
し
て
博
く
江
湖
の
公
評
を
請
は
ん

と
す
幸
に
紙
上
の
餘
白
を
吝
ま
る
ゝ
な
く
ん
は
幸
甚
猶
此
件
に
關
し
て
歐
州
漫
遊
中
見
耳
上
参
考
と
為
る
へ
き
事
柄
は
時
々
之
を
貴
會
に
寄
贈
す
る
こ
と

も
あ
る
へ
け
れ
は
是
亦
た
登
載
あ
ら
ん
こ
と
を
希
望
す
匆
々
敬
具
／
廿
四
年
四
月
廿
日　

貴
族
院
議
員
清
浦
奎
吾
／
大
日
本
監
獄
協
會
御
中
（
11
（

」。
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「
今
回
政
費
節
減
に
因
り
て
將
來
に
生
ず
る
餘
裕
六
百
五
十
萬
圓
の
處
分
如
何
は
實
に
目
下
の
一
大
問
題
な
り
と
す
之
れ
を
以
て
地
租
五
厘
を
減
ぜ
ん

乎
是
れ
土
地
所
有
者
就
中
豪
農
に
向
て
一
時
の
歡
心
を
買
ふ
に
過
き
す
小
作
人
等
に
至
て
は
纔
に
濁ド
ブ
ロ
ク醪
一
杯
の
醉
を
買
ふ
て
一
睡
の
慾
を
充
た
す
る

〔
に
〕
價
ひ
す
る
の
み
況
ん
や
一
日
輕
減
し
た
る
地
租
は
他
日
國
家
の
需
要
を
増
す
の
必
要
に
迫
る
こ
と
あ
る
も
復
た
容
易
に
加
重
す
可
ら
さ
る
の
勢
あ

る
に
於
て
を
や
故
に
之
を
以
て
減
租
に
供
せ
ん
と
す
る
は
未
た
以
て
適
當
の
方
案
と
為
す
へ
か
ら
す
熟
々
之
か
方
法
を
考
ふ
る
に
府
縣
監
獄
費
及
府
縣
監

獄
建
築
修
繕
費
其
他
地
方
税
支
辨
に
屬
す
る
治
水
堤
防
費
等
素
と
國
庫
に
於
て
支
辨
す
へ
き
も
の
に
し
て
一
時
財
政
の
都
合
に
因
り
て
地
方
の
負
擔
に
移

し
た
る
者
を
國
庫
の
支
辨
に
復
し
之
に
因
て
一
般
人
民
の
負
擔
を
輕
く
す
る
の
適
當
な
る
に
若
か
す
（
中
略
（
今
監
獄
費
の
性
質
上
其
他
の
諸
點
よ
り
當

然
國
庫
の
支
辨
に
屬
す
へ
き
も
の
に
し
て
且
遇
囚
の
公
平
を
保
ち
及
將
來
監
獄
の
改
良
を
圖
る
等
の
點
に
於
て
之
を
國
庫
支
辨
と
為
す
の
必
要
な
る
所
以

を
舉
く
れ
は
左
の
如
し

第
一　

監
獄
の
費
用
は
其
性
質
上
國
費
を
以
て
支
辨
す
へ
き
も
の
と
す　

盖
し
犯
罪
は
國
法
に
對
す
る
の
所
為
に
し
て
犯
罪
者
を
拘
禁
し
刑
罰
を
加
ふ
る

は
國
權
を
以
て
す
る
も
の
な
り
（
下
略
（

第
二　

府
縣
監
獄
費
等
を
地
方
税
の
支
辨
た
ら
し
む
る
は
大
に
在
監
人
の
拘
禁
上
に
公
平
を
失
す
る
の
弊
あ
り
（
下
略
（

第
三　

或
地
方
に
過
分
の
監
獄
費
を
負
擔
せ
し
む
る
（
中
略
（
制
度
は
公
平
を
得
た
る
も
の
に
あ
ら
す
と
云
ふ
者
あ
る
も
吾
人
は
之
を
辯
す
る
の
辭
な
き

奈
何
せ
ん

第
四　

冗
費
節
減
繁
文
省
略
の
旨
趣
に
反
す
（
下
略
（

第
五　

將
來
改
良
上
大
に
不
可
な
る
も
の
あ
り　

盖
し
地
方
税
を
以
て
地
方
監
獄
の
改
良
を
圖
ら
ん
と
せ
は
彼
の
佛
國
と
同
一
轍
を
踏
む
に
至
ら
ん
こ
と

を
恐
る
（
中
略
（
以
上
の
理
由
あ
る
を
以
て
府
縣
監
獄
の
費
用
を
國
庫
支
辨
の
舊
に
復
し
以
て
廣
く
地
方
税
分
擔
者
の
重
荷
を
輕
く
し
併
せ
て
監
獄
の
改

良
に
利
便
を
與
へ
以
て
所
謂
刑
は
刑
な
き
に
歸
せ
ん
こ
と
を
圖
る
は
豈
今
日
の
最
大
急
務
な
ら
す
や
（
11
（

」。

こ
の
よ
う
に
「
監
獄
の
改
良
を
圖
る
に
主
因
と
な
る
者
は
實
に
監
獄
費
の
支
出
法
」
す
な
わ
ち
「
監
獄
費
國
庫
支
辨
」
で
あ
る
と
の
主
張
は
洋
行
の
前
後
を

通
し
て
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
洋
行
後
に
お
け
る
、
例
え
ば
「
幼
年
囚
徒
は
普
通
監
獄
よ
り
分
離
し
數
縣
を
合
し
て
幼
年
檻
を
設
け
成
べ
く
之
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を
分
房
制
に
構
造
し
強
制
教
育
的
精
神
を
以
て
彼
の
不
幸
憐
む
べ
き
者
を
養
成
し
云
々
」
と
い
っ
た
議
論
に
接
す
る
時
、
清
浦
が
後
の
司
法
大
臣
在
職
中
に
小

河
滋
次
郎
と
い
う
、「
国
家
が
そ
の
責
任
で
教
育
的
対
応
を
行
な
う
必
要
性
認
識
（
11
（

」
を
抱
い
た
監
獄
事
務
官
が
取
り
組
む
「
監
獄
改
良
」
の
支
持
者
（
11
（

と
し
て
振

る
舞
う
下
地
が
、
こ
の
時
期
に
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
下
地
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
し
か
し
、
明
治
一
九
年
に
穂
積
陳
重
教
授
の
下
で
監
獄
学
を
学

ん
で
い
た
小
河
を
、
同
教
授
の
推
薦
で
内
務
省
警
保
局
長
当
時
の
清
浦
が
同
局
に
採
用
し
た
（
11
（

時
点
で
、
既
に
培
わ
れ
て
い
た
と
言
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
洋
行
か
ら
清
浦
が
戻
っ
て
半
年
も
経
た
な
い
明
治
二
五
年
八
月
八
日
に
、
第
一
次
松
方
正
義
内
閣
が
第
二
次
伊
藤
博
文
内
閣
に
交
代
（
1（
（

し
、
そ
の

組
閣
さ
れ
た
新
内
閣
に
あ
っ
て
、
司
法
大
臣
に
山
県
有
朋
が
就
任
す
る
。
山
県
は
、
内
務
大
臣
当
時
の
部
下
で
自
ら
が
貴
族
院
議
員
に
任
命
し
た
清
浦
を
司
法

次
官
と
し
て
迎
え
入
れ
た
。
清
浦
は
一
年
半
余
で
官
職
に
復
帰
し
、
貴
族
院
議
員
に
し
て
司
法
次
官
と
な
っ
た
。
明
治
九
年
八
月
司
法
省
に
「
補
司
法
省
九
等

出
仕
」
と
し
て
入
省
し
、
こ
こ
に
「
再
び
司
法
省
に
入
る
」
事
情
を
清
浦
自
身
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「（
前
略
（
兎
も
角
も
（
山
縣
（
公
自
身
は
、
司
法
畑
に
は
全
然
素
人
の
方
で
あ
り
、
次
官
に
は
こ
の
方
面
に
明
る
い
人
物
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

言
ひ
換
れ
ば
、
好
い
女
房
役
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
の
で
、
こ
の
事
を
前
の
司
法
大
臣
山
田
顯
義
氏
に
相
談
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
山
田
氏
は
そ
の

時
、
私
を
司
法
次
官
に
推
薦
さ
れ
た
模
様
で
、
山
縣
公
も
私
は
以
前
か
ら
よ
く
知
つ
て
居
る
か
ら
、
至
極
結
構
だ
と
云
ふ
譯
で
、
議
一
決
し
、
私
は
そ
の

交
渉
を
受
け
て
快
諾
し
た
。
八
月
二
十
三
日
（
明
治
二
十
五
年
（
の
こ
と
で
あ
つ
た
（
11
（

。」

清
浦
が
司
法
次
官
に
就
任
す
る
の
は
、
し
か
し
、
第
二
次
伊
藤
博
文
内
閣
が
発
足
し
た
明
治
二
五
年
八
月
八
日
付
で
は
な
く
、「
八
月
二
十
三
日
」
す
な
わ

ち
二
週
間
ほ
ど
遅
れ
て
い
た
。
そ
の
原
因
に
関
し
て
は
、『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
は
内
務
大
臣
に
就
任
し
た
井
上
馨
が
そ
の
「
女
婿
都
築
馨
六
を
通
じ
て
清
浦

伯
爵
を
警
保
局
長
に
任
命
す
べ
く
交
渉
し
た
（
11
（

」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
誘
い
を
円
満
に
辞
退
す
る
の
に
時
間
を
要
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
内

務
省
で
は
明
治
二
五
年
八
月
二
七
日
付
で
大
森
鍾
一
が
警
保
局
長
に
任
命
さ
れ
た
（
11
（

。
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第
二
章　

司
法
次
官
か
ら
司
法
大
臣
へ

明
治
二
五
年
八
月
八
日
に
発
足
し
た
第
二
次
伊
藤
博
文
内
閣
は
四
年
間
続
き
、
明
治
二
九
年
九
月
二
六
日
に
は
再
び
松
方
正
義
内
閣
へ
と
交
代
し
、
そ
の
第

二
次
松
方
内
閣
に
お
い
て
清
浦
は
今
度
は
司
法
大
臣
に
任
命
さ
れ
る
。
司
法
次
官
を
四
年
間
勤
め
て
か
ら
の
初
め
て
の
入
閣
、
初
め
て
の
司
法
大
臣
で
あ
っ
た
。

明
治
二
九
年
（
一
一
月
一
日
現
在
（『
職
員
録
（
甲
（』（
内
閣
官
報
局
（
の
司
法
省
の
欄
に
は
こ
う
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
司
法
省
官
制　

明
治
二
十
六
年
十
月
勅
令
第
百
四
十
三
號
（
抄
（
／
一 

司
法
大
臣
ハ
各
裁
判
所
及
檢
事
局
ヲ
監
督
シ
檢
察
事
務
ヲ
指
揮
シ
恩
赦
及
復

權
ニ
關
ス
ル
事
項
其
ノ
他
諸
般
ノ
司
法
行
政
事
務
ヲ
管
理
ス
／
一 

大
臣
官
房
ニ
於
テ
ハ
通
則
ニ
掲
ク
ル
モ
ノ
ヽ
外
左
ノ
事
務
ヲ
掌
ル
／
一
、
裁
判
所
ノ

設
立
廢
止
及
管
轄
區
域
竝
其
ノ
變
更
ニ
關
ス
ル
事
項
／
二
、
裁
判
所
附
屬
吏
員
及
辯
護
士
ノ
身
分
ニ
關
ス
ル
事
項
／
一 

司
法
省
專
任
參
事
官
ハ
四
人
専

任
書
記
官
ハ
二
人
ヲ
以
テ
定
員
ト
ス
／
一 

司
法
省
屬
ハ
八
十
人
ヲ
以
テ
定
員
ト
ス
／
一 

司
法
省
ニ
技
手
二
人
ヲ
置
ク
／
大
臣　

正
三
、
勳
三
清
浦
奎
吾

（
中
略
（
／
次
官
二
等　

正
五
、
勲
四
横
田
國
臣
（
中
略
（
／
大
臣
官
房
／
（
中
略
（
／
民
刑
局
／
司
法
省
官
制
明
治
二
十
六
年
十
月
勅
令
第
百
四
十
三

號
（
抄
（
／
一 

司
法
省
ニ
民
刑
局
ヲ
置
キ
左
ノ
事
務
ヲ
掌
ラ
シ
ム
／
一
、
民
事
、
刑
事
及
其
ノ
他
ノ
法
律
命
令
ニ
關
ス
ル
事
項
／
二
、
裁
判
及
檢
察
ノ

事
務
ニ
關
ス
ル
事
項
／
三
、
恩
赦
及
復
権
ニ
関
ス
ル
事
項
／
一 

局
長
ハ
勅
任
ト
ス
／
局
長
二
等　

文
官
普
通
試
驗
委
員
長
從
五
、
勲
六
髙
木
豊
三
（
中

略
（
／
參
事
官
四
等
二
級　

文
官
普
通
試
驗
委
員
正
六
、
勲
六
倉
富
勇
三
郎
（
下
略
（
11
（

（」。

明
治
二
九
年
一
一
月
現
在
で
司
法
省
は
一
省
一
局
（
民
刑
局
（
で
あ
り
、
当
時
の
内
務
省
が
一
省
六
局
（
県
治
局
、
警
保
局
、
土
木
局
、
衛
生
局
、
社
寺
局
、

庶
務
局
（
で
あ
っ
た
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
確
か
に
小
さ
な
官
庁
（
11
（

で
あ
っ
た
が
、「
各
裁
判
所
及
檢
事
局
ヲ
監
督
シ
檢
察
事
務
ヲ
指
揮
シ
」
と
い
う
点
を
考
慮

す
れ
ば
、
司
法
省
が
小
さ
い
と
の
形
容
は
当
た
ら
な
い
だ
ろ
う
。

第
二
次
松
方
内
閣
は
一
年
四
ヵ
月
続
い
た
が
、
こ
れ
に
続
く
第
三
次
伊
藤
内
閣
、
第
一
次
大
隈
内
閣
は
い
ず
れ
も
半
年
余
で
交
代
し
、
第
二
次
山
県
内
閣
の

誕
生
と
な
っ
た
。
清
浦
は
第
二
次
山
県
内
閣
発
足
当
時
を
振
り
返
り
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
第
二
次
山
縣
内
閣
は
三
十
一
年
十
一
月
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か
ら
三
十
三
年
十
月
ま
で
、
約
二
個
年
も
継
續
し
て
退
却
し
た
。
初
め
公
は
出
馬
の
意
思
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
一
個
年
に
三
回
も
内
閣
が
更
迭
し

て
、
四
度
目
の
内
閣
で
あ
る
と
云
ふ
や
う
な
譯
で
、
ど
う
し
て
も
こ
の
難
局
の
政
界
を
切
り
抜
け
る
の
に
は
、
山
縣
公
を
措
い
て
他
に
そ
の
人
が
な
い
と
云
ふ

の
で
、
結
局
、
公
の
出
馬
と
為
つ
た
の
で
あ
つ
た
（
11
（

。」
ち
な
み
に
、「
難
局
の
政
界
」
の
明
治
三
一
年
前
半
に
清
浦
は
「
支
那
漫
遊
（
11
（

」
を
試
み
て
い
た
。

明
治
三
一
年
一
一
月
に
発
足
し
た
第
二
次
山
県
内
閣
に
お
い
て
、
清
浦
は
二
回
目
の
入
閣
、
二
回
目
の
司
法
大
臣
に
就
任
す
る
。
明
治
九
年
の
司
法
省
へ
の

入
省
以
来
、「
三
た
び
司
法
省
に
入
る
」
こ
と
に
な
っ
た
。
山
県
と
清
浦
の
間
柄
は
、
か
つ
て
は
内
務
大
臣
と
内
務
省
警
保
局
長
、
司
法
大
臣
と
司
法
次
官
で

あ
っ
た
の
が
今
度
は
内
閣
総
理
大
臣
と
司
法
大
臣
で
あ
る
。
清
浦
の
前
任
者
は
第
三
次
伊
藤
内
閣
の
曾
禰
荒
助
、
第
一
次
大
隈
内
閣
の
大
東
義
徹
で
あ
っ
た
が
、

両
名
合
わ
せ
て
も
在
任
期
間
は
清
浦
の
第
一
回
目
の
第
二
次
松
方
内
閣
に
お
け
る
在
任
期
間
一
年
四
ヵ
月
よ
り
も
短
か
っ
た
。
第
二
次
山
県
内
閣
は
明
治
三
三

年
一
〇
月
ま
で
続
い
た
の
で
、
第
二
回
目
の
清
浦
の
法
相
と
し
て
の
在
任
期
間
は
一
年
一
一
ヵ
月
、
さ
ら
に
清
浦
は
第
一
次
桂
太
郎
内
閣
に
あ
っ
て
明
治
三
四

年
六
月
か
ら
明
治
三
六
年
九
月
ま
で
二
年
三
ヵ
月
法
相
に
在
任
し
た
の
で
、
単
純
な
合
算
で
法
相
在
任
期
間
は
五
年
六
ヵ
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
司
法
次
官

時
代
を
含
め
れ
ば
、
九
年
を
越
え
て
い
た
。

明
治
三
九
年
に
枢
密
顧
問
官
に
就
任
し
、
貴
族
院
議
員
を
辞
職
す
る
ま
で
清
浦
奎
吾
は
ど
の
よ
う
な
職
責
を
果
た
し
て
い
た
の
か
。
明
治
二
四
年
の
貴
族
院

議
員
勅
任
以
後
、
明
治
三
九
年
ま
で
の
経
歴
を
清
浦
家
所
蔵
の
履
歴
書
か
ら
抜
粋
し
て
年
表
に
し
て
見
よ
う
。

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
年
（　
　

四
月　

四
日　
　

任
貴
族
院
議
員
（
内
閣
（

二
五
年
（
一
八
九
二
年
（　
　

八
月
二
三
日　
　

任
司
法
次
官
（
内
閣
（
11
（

（

二
六
年
（
一
八
九
三
年
（　
　

四
月
二
〇
日　
　

法
典
調
査
会
査
定
委
員
被
仰
付
（
内
閣
（

二
七
年
（
一
八
九
四
年
（　
　

三
月
三
一
日　
　

法
典
調
査
会
委
員
被
仰
付
（
内
閣
（

二
九
年
（
一
八
九
六
年
（　
　

一
月
三
一
日　
　

台
湾
事
務
局
委
員
被
仰
付
（
内
閣
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
月
一
〇
日　
　

台
湾
事
務
局
官
制
廃
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
二
六
日　
　

任
司
法
大
臣
（
内
閣
（
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一
〇
月
二
八
日　
　

臨
時
政
務
調
査
会
副
総
裁
被
仰
付
（
内
閣
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
月　

五
日　
　

法
典
調
査
会
副
総
裁
被
仰
付
（
内
閣
（

三
〇
年
（
一
八
九
七
年
（　

一
一
月
一
九
日　
　

臨
時
政
務
調
査
会
委
員
長
被
仰
付
（
内
閣
（

三
一
年
（
一
八
九
八
年
（　
　

一
月
一
二
日　
　

依
願
免
本
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
一
日　
　

依
願
法
典
調
査
会
副
総
裁
被
免

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
二
九
日　
　

法
典
調
査
会
副
総
裁
ノ
職
ヲ
奉
シ
勲
労
不
尠
ニ
付
キ
旭
日
重
光
賞
ヲ
授
ケ
賜
フ
（
賞
勲
局
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
月　

八
日　
　

 

任
司
法
大
臣
（
内
閣
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
四
日　
　

法
典
調
査
会
副
総
裁
被
仰
付
（
内
閣
（
11
（

（

三
二
年
（
一
八
九
九
年
（　

一
二
月
二
七
日　
　

条
約
実
施
準
備
ニ
関
ス
ル
調
査
ノ
事
務
ヲ
総
理
シ
勲
労
不
尠
ニ
付
金
杯
壹
組
ヲ
賜
フ
（
賞
勲
局
（

三
三
年
（
一
九
〇
〇
年
（　

一
〇
月
一
九
日　
　

依
願
免
本
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
〇
日　
　

法
典
調
査
会
副
総
裁
被
免

三
四
年
（
一
九
〇
一
年
（　
　

六
月　

二
日　
　

任
司
法
大
臣
（
内
閣
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
日　
　

法
典
調
査
会
副
総
裁
被
仰
付
（
内
閣
（

三
五
年
（
一
九
〇
二
年
（　
　

二
月
二
七
日　
　

依
勳
功
特
授
男
爵
（
宮
内
省
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
旨
ヲ
以
テ
華
族
ニ
被
列

三
六
年
（
一
九
〇
三
年
（　
　

七
月
一
七
日　
　

兼
任
農
商
務
大
臣
（
内
閣
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
二
二
日　
　

免
本
官
専
任
農
商
務
大
臣
（
内
閣
（

三
八
年
（
一
九
〇
五
年
（　
　

九
月
一
六
日　
　

兼
任
内
務
大
臣
（
内
閣
（

三
九
年
（
一
九
〇
六
年
（　
　

一
月　

七
日　
　

依
願
免
本
官
竝
兼
官
（
内
閣
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
月
一
三
日　
　

任
枢
密
顧
問
官
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五
月
一
七
日　
　

依
願
免
貴
族
院
議
員

こ
れ
ら
の
経
歴
の
な
か
の
法
典
調
査
会
を
巡
っ
て
は
、「
清
浦
伯
談
」
に
次
の
よ
う
な
証
言
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
法
典
調
査
の
こ
と
は
、
餘
程
大
き
い
問
題
だ
つ
た
の
で
、
そ
の
取
極
め
方
が
宜
し
き
を
得
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
大
變
面
倒
な
問
題
を
惹
起
し
た
で
あ

ら
う
と
考
へ
ら
れ
た
。
第
一
、
學
派
の
衝
突
が
あ
つ
た
。
即
ち
法
典
草
案
は
餘
り
に
フ
ラ
ン
ス
派
に
偏
し
て
居
た
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
學
派
、
ド
イ
ツ
學
派

等
の
反
對
が
、
可
な
り
猛
烈
を
極
め
た
。
第
二
、
政
治
的
關
係
も
相
當
複
雑
化
し
て
、
一
時
大
混
亂
に
陥
つ
た
か
に
見
え
た
。（
中
略
（
幸
ひ
に
時
の
宰

相
伊
藤
公
は
、
極
め
て
寛
容
の
態
度
を
以
て
各
派
各
黨
間
の
意
見
を
能
く
採
用
し
、
こ
ゝ
に
一
の
法
典
調
査
委
員
会
官
制
を
設
け
て
、
明
治
二
十
七
年
三

月
二
十
六
日
こ
れ
を
公
布
し
云
（々
1（
（

」。

正
確
を
期
せ
ば
、
こ
の
「
明
治
二
十
七
年
三
月
二
十
六
日
」
に
公
布
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
一
ヵ
月
前
の
二
月
二
八
日
の
閣
議
に
提
出
さ
れ
た
改
正
勅
令
案
が

「
朕
法
典
調
査
會
規
則
ノ
改
正
ヲ
裁
可
シ
茲
ニ
之
ヲ
公
布
セ
シ
ム
／
御
名
御
璽
／
明
治
二
十
七
年
三
月
二
十
六
日
／
内
閣
總
理
大
臣
伯
爵
伊
藤
博
文
／
司
法
大

臣
芳
川
顯
正
／
勅
令
第
三
十
號
／
法
典
調
査
會
規
則
／
第
一
條　

法
典
調
査
會
ハ
内
閣
總
理
大
臣
ノ
監
督
ニ
属
シ
法
例
、
民
法
、
商
法
及
附
属
法
律
ノ
修
正
案

ヲ
起
草
審
議
ス
／
（
後
略
（
11
（

（」
と
し
て
裁
可
、
公
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

閣
議
に
提
出
さ
れ
た
改
正
勅
令
案
に
は
、
明
治
二
七
年
二
月
二
八
日
と
い
う
日
付
、
内
閣
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
以
下
閣
員
花
押
、
法
制
局
長
官
印
が
記
さ
れ
、

次
の
文
面
が
続
く
。
す
な
わ
ち
、「
現
行
法
典
調
査
會
規
則
ハ
其
ノ
組
織
ニ
關
ス
ル
條
項
中
宜
シ
キ
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
之
ヲ
改
正
ス
ル
ノ
必
要
ア
ル
ニ
依
リ

左
ニ
改
正
勅
令
案
ヲ
起
草
シ
閣
議
ニ
供
ス
／
勅
令
案
／
朕
法
典
調
査
會
規
則
ノ
改
正
ヲ
裁
可
シ
茲
ニ
之
ヲ
公
布
セ
シ
ム
／
御
名
御
璽
／
明
治
二
十
七
年
三
月
二

十
六
日
／
内
閣
總
理
大
臣
／
司
法
大
臣
／
勅
令
第
三
十
号
號
／
法
典
調
査
會
規
則
／
第
一
條　

法
典
調
査
會
ハ
内
閣
總
理
大
臣
ノ
監
督
ニ
属
シ
法
例
、
民
法
、

商
法
及
附
属
法
律
ノ
修
正
案
ヲ
起
草
審
議
ス
／
（
後
略
（
11
（

（」。

こ
の
改
正
勅
令
案
が
言
う
「
現
行
法
典
調
査
會
規
則
ハ
其
ノ
組
織
ニ
關
ス
ル
條
項
中
宜
シ
キ
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
」
と
は
、
清
浦
の
言
う
「
法
典
草
案
は
餘
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り
に
フ
ラ
ン
ス
派
に
偏
し
て
居
た
」
と
い
う
事
態
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
既
に
出
来
上
が
っ
た
「
法
典
草
案
」
に
対
し
て
、
再

度
「
法
例
、
民
法
、
商
法
及
附
属
法
律
ノ
修
正
案
ヲ
起
草
審
議
」
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
こ
の
改
正
勅
令
案
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、「
フ
ラ

ン
ス
派
」
と
「
イ
ギ
リ
ス
派
」
の
両
方
の
立
場
に
さ
ら
に
行
司
役
を
含
め
た
計
三
者
に
よ
る
「
修
正
案
ヲ
起
草
審
議
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。「
清
浦
伯

談
」
を
さ
ら
に
続
け
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

「（
伊
藤
（
公
は
ま
た
餘
程
深
い
注
意
を
拂
は
れ
、
學
者
中
か
ら
三
名
を
選
擇
し
て
、
調
査
會
の
骨
子
と
為
る
べ
き
人
を
發
見
さ
れ
た
。
そ
の
一
人
は
法

學
博
士
の
故
穂
積
陳
重
君
（
イ
ギ
リ
ス
派
（、
他
は
現
任
樞
密
顧
問
官
の
富
井
政
章
君
（
フ
ラ
ン
ス
派
（、
今
一
人
は
故
法
學
博
士
梅
謙
次
郎
君
で
あ
つ
て
、

こ
の
梅
君
の
如
き
は
、
最
も
そ
の
學
値マ
マ

を
期
待
さ
れ
た
一
人
で
あ
つ
た
。
こ
の
三
君
を
委
員
に
任
命
の
上
、
更
に
こ
れ
を
起
草
委
員
に
擧
げ
て
、
法
典
の

起
草
に
當
ら
し
め
た
。
そ
の
他
の
委
員
に
は
故
文
學
博
士
末
松
謙
澄
君
、
法
學
博
士
土
方
寧
君
、
故
大
審
院
長
横
田
國
臣
君
（
後
略
（
11
（

（。」

明
治
二
十
七
年
三
月
二
六
日
の
「
法
典
調
査
會
規
則
ノ
改
正
」
を
経
て
選
ば
れ
た
法
典
調
査
会
委
員
に
は
総
裁
以
下
三
四
名
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、「
總
裁
伯
爵
伊
藤
博
文
、
副
總
裁
侯
爵
西
園
寺
公
望
、
委
員
伊
東
巳
代
治
、
同
箕
作
麟
祥
、
同
南
部
甕
男
、
同
清
浦
奎
吾
、
同
末
松
謙
澄
、
同
金
子
堅

太
郎
、
同
穂
積
陳
重
、
同
横
田
國
臣
、
同
木
下
廣
次
、
同
奥
田
義
人
、
同
都
築
馨
六
、
同
長
谷
川
喬
、
同
井
上
正
一
、
同
髙
木
豊
三
、
同
冨
井
政
章
、
同
本
野

一
郎
、
同
穂
積
八
束
、
同
梅
謙
次
郎
、
同
土
方
寧
、
同
田
部
芳
、
同
尾
崎
三
良
、
同
村
田
保
、
同
磯
部
四
郎
、
同
菊
池
武
夫
、
同
鳩
山
和
夫
、
同
岸
本
辰
雄
、

同
山
田
喜
之
助
、
同
三
崎
亀
之
助
、
同
星
亨
、
同
元
田
肇
、
同
三
浦
安
、
同
中
村
元
嘉
（
11
（

」
で
あ
る
。
な
お
手
当
金
は
総
裁
と
副
総
裁
が
二
五
〇
円
、
委
員
は
一

七
〇
円
だ
っ
た
が
、
穂
積
陳
重
、
冨
井
政
章
、
梅
謙
次
郎
の
三
委
員
だ
け
は
五
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。
起
草
委
員
三
名
の
手
当
金
は
他
の
委
員
の
三
倍
、
総
裁
副

総
裁
の
二
倍
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
は
清
浦
と
法
典
調
査
会
の
関
わ
り
と
し
て
、
清
浦
が
「
こ
の
委
員
會
の
副
總
裁
と
し
て
、
そ
の
辭
令
を
受
け
た
の
は
明
治
三
十
一
年

一
月
で
、
法
典
の
調
査
は
そ
の
頃
漸
く
完
了
に
近
づ
い
て
居
る
ほ
ど
で
あ
つ
た
（
11
（

」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
前
掲
年
表
（
履
歴
書
（
の
内
容
と
合
致
し
な
い
。

年
表
に
従
え
ば
、
法
典
調
査
会
副
総
裁
就
任
は
司
法
大
臣
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
一
ヵ
月
半
後
の
明
治
二
九
年
一
一
月
五
日
の
こ
と
で
あ
り
、
明
治
三
一
年
一
月
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一
二
日
に
は
第
二
次
松
方
内
閣
が
第
三
次
伊
藤
内
閣
に
交
代
し
て
、
清
浦
は
法
務
大
臣
を
「
依
願
免
本
官
」
と
な
り
、
同
月
二
一
日
に
「
依
願
法
典
調
査
会
副

総
裁
被
免
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
同
年
一
一
月
八
日
に
は
二
度
目
の
司
法
大
臣
に
就
任
、
こ
れ
に
伴
っ
て
再
び
法
典
調
査
会
副
総
裁
に
就
任
、
翌
明
治
三

二
年
三
月
九
日
に
は
「
條
約
ノ
実
施
ニ
必
要
ナ
ル
事
項
ヲ
調
査
ス
」（
第
一
條
（
と
同
年
七
月
に
迫
っ
た
条
約
改
正
実
施
（
11
（

に
備
え
る
「
法
典
調
査
會
規
則
中
改

正
（
11
（

」
を
図
っ
て
い
た
。

な
お
明
治
三
一
年
一
一
月
に
発
足
し
た
第
二
次
山
県
内
閣
に
あ
っ
て
清
浦
が
二
度
目
の
司
法
大
臣
に
就
任
し
た
時
点
で
は
監
獄
行
政
は
内
務
省
の
管
轄
で
あ

り
、
明
治
三
二
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
典
獄
会
議
に
お
い
て
、
西
郷
従
道
内
務
大
臣
の
も
と
内
務
省
監
獄
局
長
に
就
任
し
て
い
た
大
久
保
利
武
は
、
条
約
改
正

に
よ
る
「
文
明
国
ノ
仲
間
入
（
11
（

」
を
寿
ぎ
、
条
約
実
施
の
翌
日
の
七
月
一
八
日
に
は
大
久
保
が
横
浜
に
出
張
し
、「
外
囚
拘
禁
の
実
況
の
視
察
（
11
（

」
を
行
な
っ
て
い

た
。監

獄
行
政
が
司
法
省
に
移
管
さ
れ
る
の
は
翌
明
治
三
三
年
四
月
二
六
日
（
1（
（

で
あ
り
、
第
二
次
山
県
内
閣
は
明
治
三
三
年
一
〇
月
一
九
日
ま
で
続
い
た
の
で
、
清

浦
に
と
っ
て
は
自
ら
の
二
回
目
の
司
法
大
臣
在
任
期
間
中
に
監
獄
行
政
の
司
法
省
移
管
が
実
現
し
て
い
た
（
11
（

。
そ
の
意
味
で
こ
の
二
回
目
の
司
法
大
臣
在
任
の
二

年
間
弱
は
清
浦
に
は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
に
は
前
述
の
よ
う
に
監
獄
費
国
庫
支
弁
案
も
国
会
を
通
過
し
て
い
た
。
ま
た
明
治

三
四
年
か
ら
の
第
一
次
桂
太
郎
内
閣
に
お
け
る
法
相
当
時
、
清
浦
は
次
の
よ
う
に
法
典
調
査
会
を
閉
じ
る
事
務
も
執
行
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

「
朕
法
典
調
査
會
規
則
廢
止
ノ
件
ヲ
裁
可
シ
茲
ニ
之
ヲ
公
布
セ
シ
ム
／
御
名
御
璽
／
明
治
三
十
六
年
三
月
十
九
日
／
内
閣
總
理
大
臣
伯
爵
桂
太
郎
／
司

法
大
臣
男
爵
清
浦
奎
吾
／
勅
令
第
二
十
四
號
／
法
典
調
査
會
規
則
ハ
之
ヲ
廢
止
ス
／
附
則
／
本
令
ハ
明
治
三
十
六
年
四
月
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス
（
11
（

」

こ
こ
で
清
浦
が
同
時
代
の
二
人
、
近
衛
篤
麿
と
原
敬
と
い
か
な
る
関
係
を
持
っ
て
い
た
か
を
『
近
衛
篤
麿
日
記
』
と
『
原
敬
日
記
』
を
通
し
て
見
て
お
き
た

い
と
思
う
。
近
衛
篤
麿
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
年
（
生
ま
れ
な
の
で
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
年
（
生
ま
れ
の
清
浦
よ
り
一
三
歳
年
少
で
あ
り
、
明
治
一
五

年
の
華
族
令
に
よ
っ
て
公
爵
を
授
爵
し
、
貴
族
院
令
第
一
条
第
二
項
に
よ
り
貴
族
院
議
員
と
し
て
明
治
二
三
年
の
第
一
回
帝
国
議
会
に
臨
ん
だ
（
11
（

。
貴
族
院
で
は

明
治
二
九
年
か
ら
明
治
三
七
年
に
他
界
す
る
ま
で
貴
族
院
議
長
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
清
浦
は
第
一
回
帝
国
議
会
政
府
委
員
（
11
（

で
あ
っ
た
の
で
、
近
衛
と
清
浦
は
明
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治
二
三
年
に
は
院
内
で
議
員
と
政
府
委
員
と
い
う
関
係
に
あ
り
、
明
治
二
四
年
か
ら
は
同
僚
議
員
で
あ
っ
た
。
近
衛
は
貴
族
院
議
長
に
就
任
し
た
明
治
二
九
年

に
は
三
三
歳
、
清
浦
が
同
年
に
司
法
大
臣
に
就
任
し
た
時
に
は
四
六
歳
で
あ
っ
た
。『
近
衛
篤
麿
日
記
』
の
な
か
に
は
近
衛
の
「
役
人
嫌
ひ
」
を
大
隈
重
信
が

た
し
な
め
る
と
い
う
一
場
面
が
あ
る
の
で
、
そ
の
個
所
（
明
治
二
九
年
一
二
月
一
日
（
を
ま
ず
紹
介
し
よ
う
。
こ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
大
隈
伯
の
話
の
内
に
、
余
に
対
す
る
の
注
意
あ
り
。
余
が
元
来
役
人
嫌
ひ
な
り
と
の
言
葉
に
対
し
て
、『
貴
族
と
し
て
此
心
あ
る
甚
だ
よ
ろ
し
、
併
し

名
利
心
の
為
に
動
か
ら
ざ
る
と
い
ふ
の
断
乎
た
る
決
心
あ
る
位
に
止
め
て
置
か
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
人
間
は
一
足
飛
に
事
を
為
し
得
べ
き
に
あ
ら
ず
、
進
む

に
順
序
あ
り
。
公
に
し
て
国
事
に
尽
す
の
考
あ
り
と
す
れ
ば
、
官
吏
と
な
る
も
又
其
一
順
序
な
り
、
経
験
の
一
路
な
り
。
官
吏
と
な
る
も
其
人
の
心
の
賤

し
き
と
然
ら
ざ
る
と
に
よ
り
て
、
さ
ま
で
嫌
ふ
に
も
及
ぶ
ま
じ
。
こ
れ
一
日
の
長
と
し
て
注マ
マ

告
す
る
な
り
』
と
い
は
れ
た
り
。
是
又
好
意
よ
り
出
た
る
言

と
云
ふ
べ
し
（
11
（

。」

こ
の
よ
う
に
「
注
告
」
さ
れ
た
近
衛
に
と
っ
て
、
し
か
し
、「
役
人
嫌
ひ
」
の
「
役
人
」
の
な
か
に
含
ま
れ
な
い
「
役
人
」
が
石
渡
敏
一
で
あ
っ
た
。
例
え

ば
明
治
三
二
年
一
月
三
〇
日
の
個
所
に
は
こ
う
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
一　

高
木
豊
三
来
、
雑
談
の
末
、
同
伴
浜
町
常
盤
屋
に
赴
き
対
酌
す
。
石
渡
敏
一
を
呼
寄
、
快
談
痛
飲
、
十
時
に
及
び
て
帰
邸
（
11
（

。」

こ
の
当
時
に
は
「
大
審
院
検
事
（
11
（

」
で
あ
っ
た
司
法
官
僚
石
渡
を
酒
席
に
「
呼
寄
」
と
い
う
関
係
は
、
石
渡
の
履
歴
で
言
え
ば
明
治
一
九
年
二
月
か
ら
「
法
学

修
業
並
裁
判
事
務
研
究
の
た
め
三
ヵ
年
間
欧
州
留
学
（
11
（

」
当
時
、
私
費
留
学
し
て
い
た
近
衛
と
出
会
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
も
の
だ
っ
た
。
石
渡
は
家
族
へ
の
手
紙

の
な
か
で
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
年
（
四
月
に
自
分
と
「
共
に
伯
林
よ
り
同
車
に
て
当
地
（
ラ
イ
プ
チ
ヒ
（
に
参
ら
れ
た
は　

昔
は
関
白
様
で
あ
っ
た
近
衛

様
に
候
（
11
（

」
と
書
い
て
い
る
。「
四
方
を
さ
が
し　

漸
く
一
軒
多
量
の
食
物
を
食
は
せ
る
家
を
見
付
」
と
下
宿
探
し
に
苦
労
し
、「
食
物
が
多
い
少
い
で
ぐ
づ
ぐ
づ

言
ふ
と　

日
本
で
は
お
か
し
い
様
に
有
之
候
共　

中
々
左
様
に
は
無
之
候　

此
文
句
を
申
す
者
は
誰
だ
と
思
ふ
と　

前
の
関
白
様
と
前
の
司
法
省
御
用
掛
法
学
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士
の
両
人
に
有
之
候
（
1（
（

」。

こ
う
し
た
「
若
き
日
の
ラ
イ
プ
チ
ヒ
」
を
共
に
持
つ
貴
族
院
議
長
と
大
審
院
検
事
の
間
で
は
、
例
え
ば
明
治
三
一
年
一
月
一
三
日
に
「
条
約
実
施
研
究
会
に

付
来
会
者
、
梅
謙
次
郎
、
石
渡
敏
一
、
穂
積
八
束
、
松
浦
厚
、
岸
小
三
郎
、
嘉
納
治
五
郎
、
伊
沢
修
二
（
中
略
（
等
な
り
。
外
人
に
株
券
を
有
せ
し
む
べ
き
や

の
問
題
に
付
、
梅
謙
次
郎
の
報
告
あ
り
、
質
疑
論
難
等
あ
り
て
十
時
散
会
（
11
（

」
と
い
っ
た
会
合
が
持
た
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
は
文
字
通
り
の
「
研
究
会
」
と
い
う

こ
と
で
、
互
い
の
利
害
関
心
が
露
出
す
る
出
来
事
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
司
法
大
臣
清
浦
と
の
関
係
は
、
ま
さ
に
利
害
関

心
が
露
出
す
る
関
係
と
し
て
あ
り
、
当
初
は
不
信
感
を
抱
い
て
い
た
が
、
交
流
の
な
か
で
そ
の
感
情
が
次
第
に
変
化
し
、
自
己
の
都
合
と
同
時
に
相
手
の
そ
れ

を
も
考
え
て
付
き
合
う
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
と
推
察
さ
れ
る
。『
近
衛
篤
麿
日
記
』
で
清
浦
の
名
が
挙
が
る
個
所
を
紹
介
し
よ
う
。
例
え
ば
明

治
二
九
年
一
〇
月
三
日
に
近
衛
は
「
内
閣
に
出
頭
、
松
方
首
相
よ
り
貴
族
院
議
長
に
任
命
の
辞
令
拝
受
（
11
（

」
と
あ
る
が
、
翌
四
日
の
個
所
に
は
こ
う
あ
る
。
す
な

わ
ち
、「

寺
師
（
宗
徳
（
の
話
に
、
余
議
長
就
任
の
事
に
付
、
彼
是
迂
遠
致
し
た
る
事
に
付
色
々
の
珍
談
あ
り
。
例
の
伊
東
巳
代
治
の
策
に
て
、
西
園
寺
を
推

撰
す
る
為
に
閣
員
中
西
郷
（
中
略
（、
榎
本
、
野
村
、
清
浦
、
蜂
須
賀
を
説
き
、
殊
更
に
候
補
者
と
し
て
徳
川
公
、
黒
田
侯
初
福
岡
子
迄
を
数
へ
立
、
閣

議
決
せ
ざ
る
に
付
候
補
外
の
西
園
寺
と
云
事
に
落
着
せ
し
め
ん
と
の
計
略
に
て
、
当
初
松
方
伯
よ
り
余
を
推
撰
せ
ん
と
の
説
を
出
せ
し
と
き
蜂
須
賀
首
と

し
て
異
存
を
述
べ
、
清
浦
、
野
村
こ
れ
に
和
し
云
（々
11
（

。」

そ
の
一
週
間
前
の
明
治
二
九
年
九
月
二
六
日
の
日
記
に
は
「
本
日
親
任
式
あ
り
。
野
村
靖
逓
相
に
、
清
浦
奎
吾
法
相
に
任
ぜ
ら
れ
た
り
（
11
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る

通
り
、
第
二
次
松
方
内
閣
の
新
任
閣
僚
た
ち
が
抱
く
見
解
に
関
す
る
情
報
が
近
衛
に
届
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
段
階
で
は
近
衛
に
と
っ

て
清
浦
は
頼
れ
る
相
手
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
明
白
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
れ
よ
り
三
年
後
の
明
治
三
二
年
一
二
月
一
〇
日
に
近
衛
が
主

宰
す
る
東
亜
同
文
会
の
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
折
、
評
議
員
の
一
人
清
浦
（
当
時
第
二
次
山
県
内
閣
法
相
（
が
次
の
よ
う
な
発
議
を
行
な
っ
て
い
た
と
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
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「
次
に
清
浦
よ
り
発
議
に
て
、
本
会
事
業
中
教
育
に
関
す
る
分
は
機
密
費
よ
り
保
護
せ
し
む
る
の
要
な
し
、
寧
ろ
公
々
然
と
予
算
項
目
中
に
加
へ
し
め

て
可
な
ら
ん
と
の
説
、
衆
の
容
る
ゝ
処
と
な
り
云
（々
11
（

。」

東
亜
同
文
会
の
新
年
度
事
業
予
算
の
立
案
に
当
た
っ
て
、
政
府
か
ら
教
育
事
業
へ
の
保
護
を
求
め
る
な
ら
ば
、
堂
々
と
教
育
事
業
保
護
費
と
い
っ
た
項
目
を

立
て
て
行
な
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
機
密
費
と
い
う
項
目
で
用
途
を
伏
せ
て
保
護
申
請
を
行
な
う
べ
き
で
は
な
い
と
の
清
浦
の
発
議
に
対
し
て
一
同
が
そ
の
通
り

だ
と
賛
同
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
年
が
明
け
て
明
治
三
三
年
一
月
二
〇
日
に
近
衛
は
「
議
長
室
に
於
て
、
山
県
総
理
と
同
文
会
補
助
の
事
に
付
談
ず

る
処
あ
り
云
（々
11
（

」
と
書
い
て
い
る
が
、
具
体
的
な
相
談
話
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
五
日
後
の
一
月
二
五
日
に
は
東
亜
同
文
会
の
幹
事
た
ち
と
次

回
の
協
議
会
の
た
め
の
打
合
せ
が
行
な
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
同
文
会
の
事
に
付
幹
事
等
と
相
談
し
、
又
清
浦
法
相
に
面
会
し
て
、
同
氏
よ
り
山
県
総
理
に
保
護
金
の
事
に
付
話
込
む
事
を
依
頼
し
、
又
下
院
の
長

谷
場
（
純
孝
（
等
に
は
幹
事
よ
り
其
顚
末
を
報
じ
て
、
政
府
に
交
渉
せ
し
む
る
事
と
す
（
11
（

。」

そ
の
六
日
後
の
一
月
三
一
日
に
開
催
さ
れ
た
東
亜
同
文
会
協
議
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
議
決
を
見
た
。
す
な
わ
ち
、

「
出
席
、
長
岡
（
護
美
（
子
爵
、
清
浦
奎
吾
、
栗
原
亮
一
、
長
谷
場
純
孝
、
中
西
正
樹
、
田
鍋
安
之
助
、
小
川
平
吉
等
な
り
。
政
府
よ
り
の
保
護
金
は

清
国
語
学
校
補
助
費
と
し
て
外
務
省
に
附
属
せ
し
め
、
追
加
予
算
と
し
て
今
期
議
会
に
提
出
せ
し
む
る
事
、
も
し
其
事
行
は
れ
ず
ば
機
密
費
を
四
万
円
増

額
の
予
算
を
提
出
せ
し
む
る
事
、
又
都
合
に
よ
り
て
は
衆
議
院
よ
り
建
議
す
る
（
中
略
（
事
に
す
べ
し
と
決
し
て
散
会
（
11
（

」。

こ
の
東
亜
同
文
会
協
議
会
の
決
議
を
受
け
て
確
か
に
清
浦
は
動
い
た
。
そ
の
結
果
二
月
二
日
に
「
清
浦
氏
よ
り
外
務
、
大
蔵
に
対
し
、
保
護
の
事
に
付
交
渉

し
た
る
結
果
の
報
告
あ
り
、
清
国
語
学
校
補
助
と
し
て
は
種
々
規
則
に
抵
触
す
る
の
嫌
あ
り
と
て
、
機
密
費
と
す
る
の
外
な
き
由
な
り
（
11
（

」
と
、
議
論
が
最
初
に
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戻
る
形
と
な
っ
た
。
近
衛
は
こ
こ
に
至
り
「
総
予
算
中
機
密
費
に
四
万
円
増
加
あ
り
て
も
格
別
目
に
立
た
ず
と
雖
も
、
追
加
予
算
と
し
て
特
に
機
密
費
を
要
求

せ
ら
れ
て
は
、
何
か
事
あ
り
げ
に
て
面
白
か
る
ま
じ
と
余
よ
り
論
じ
け
る
に
、
何
れ
も
同
説
な
り
。
結
局
同
文
会
教
育
部
補
助
費
と
し
て
、
何
れ
の
省
よ
り
か

出
さ
る
れ
ば
宜
し
か
ら
ん
（
1（
（

」
と
発
言
し
、
最
後
に
は
「
如
何
な
る
名
義
に
て
も
政
府
の
命
ず
る
に
任
せ
て
保
護
を
受
け
ん
と
申
込
む
事
に
一
決
し
、
是
又
清
浦

氏
よ
り
申
込
し
む
る
事
と
し
た
る
に
、
氏
は
退
席
後
な
り
し
に
よ
り
、
幹
事
中
よ
り
同
氏
宅
に
其
事
を
依
頼
の
為
赴
く
事
と
し
て
散
会
（
11
（

」
し
て
い
た
。
次
に
二

月
八
日
に
至
っ
て
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
院
内
に
て
同
文
会
協
議
会
を
開
く
。
長
岡
子
、
長
谷
場
、
栗
原
、
神
鞭
（
知
常
（
等
、
外
に
幹
事
等
な
り
。
其
結
果
と
し
て
余
は
外
務
大
臣
邸
に
赴

き
し
も
、
会
議
中
な
り
と
の
事
に
て
暫
時
議
院
に
引
取
り
、
再
び
五
時
半
赴
く
。
青
木
（
周
蔵
（
外
相
に
面
会
し
、
同
文
会
教
育
部
補
助
と
し
て
外
務
省

予
算
に
四
万
円
を
追
加
と
し
て
提
出
あ
り
た
き
旨
申
込
し
も
、
清
韓
在
留
日
本
人
教
育
費
な
ら
ば
差
支
な
し
、
然
れ
共
大
蔵
の
方
到
底
六
か
し
か
ら
ん
と

い
へ
り
。（
中
略
（
も
し
大
蔵
に
於
て
折
合
た
る
時
は
異
存
は
云
は
れ
ぬ
と
の
明
答
を
得
た
し
と
迫
り
し
が
、
押
問
答
の
末
、
其
時
は
異
存
な
し
と
答
へ

し
め
た
り
云
（々
11
（

。」

そ
し
て
翌
二
月
九
日
の
個
所
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
阪
谷
（
芳
郎
（
主
計
局
長
に
面
会
、
過
日
来
の
同
文
会
補
助
の
成
行
に
付
話
し
た
る
に
、
今
日
に
て
は
国
庫
の
金
を
全
部
追
加
予
算
に
編
入
し
た
る

後
な
れ
ば
如
何
共
致
し
方
な
し
、
大
臣
の
命
あ
り
て
も
な
き
金
を
（
中
略
（
予
算
に
繰
込
む
事
は
到
底
出
来
ず
、
同
文
会
は
止
を
得
ず
借
銀
の
外
あ
る
ま

じ
と
い
へ
り
。
甚
だ
失
望
の
至
な
れ
共
、
な
し
と
断
言
す
る
も
の
に
押
問
答
は
無
益
な
れ
ば
夫
に
止
め
、
次
に
清
浦
に
面
会
し
て
其
顚
末
を
話
し
た
る
に
、

其
有
様
な
れ
ば
到
底
六
か
し
か
ら
ん
、
寧
ろ
断
然
其
運
動
を
中
止
す
る
が
宜
し
か
ら
ん
と
の
説
な
り
。
余
も
夫
に
て
決
心
し
（
中
略
（
長
岡
子
、
長
谷
場
、

神
鞭
、
佐
々
（
友
房
（、
栗
原
、
其
他
幹
事
の
連
中
を
会
し
て
昨
日
来
の
顚
末
を
報
告
し
、
最
早
断
然
政
府
と
の
交
渉
は
中
止
す
る
方
然
る
べ
く
、
其
必

要
な
る
金
円
は
適
当
の
処
よ
り
借
入
る
ゝ
の
外
は
あ
る
ま
じ
と
述
べ
し
に
、
一
同
失
望
は
し
た
れ
共
他
に
良
策
な
け
れ
ば
其
事
に
決
し
て
、
尚
ほ
皆
熟
考
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す
る
事
と
し
て
分
る
（
11
（

。」

そ
し
て
清
浦
も
出
席
し
た
明
治
三
三
年
二
月
二
二
日
開
催
の
東
亜
同
文
会
評
議
会
に
お
い
て
は
「
本
年
度
事
業
予
算
の
仮
議
決
を
行
ひ
、
又
南
京
同
文
学
堂

の
経
費
に
就
て
は
更
に
攻
究
す
る
事
と
す
（
11
（

」
と
あ
り
、
清
浦
の
名
は
こ
れ
以
降
の
『
近
衛
篤
麿
日
記
』
に
頻
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
政
府
予
算
か
ら
東
亜
同
文

会
「
教
育
部
補
助
費
」
を
引
き
出
す
こ
と
に
は
成
功
し
な
か
っ
た
が
、
近
衛
と
清
浦
の
関
係
は
そ
の
後
も
続
い
た
わ
け
で
あ
る
。

次
に
『
原
敬
日
記
』
を
通
し
て
、
原
と
清
浦
の
関
係
を
見
て
み
た
い
。
原
敬
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
年
（
の
生
れ
な
の
で
、
清
浦
よ
り
六
歳
年
少
で
あ
っ

た
が
、
清
浦
と
同
様
に
明
治
日
本
に
あ
っ
て
国
家
官
僚
と
し
て
の
経
験
を
積
ん
で
い
た
。
た
だ
原
が
恩
顧
を
蒙
っ
た
陸
奥
宗
光
が
明
治
二
三
年
に
第
一
次
山
県

内
閣
で
農
商
務
大
臣
を
務
め
た
際
、
閣
内
で
唯
一
衆
議
院
議
員
（
11
（

で
も
あ
っ
た
こ
と
と
似
て
、
原
は
貴
族
院
議
員
清
浦
と
は
異
な
り
衆
議
院
議
員
た
る
こ
と
、
す

な
わ
ち
国
民
か
ら
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
国
民
の
利
害
関
心
と
共
に
あ
る
こ
と
を
自
ら
の
勢
力
の
拠
り
所
に
し
よ
う
と
し
た
議
会
政
治
家
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
「
政
党
員
よ
り
組
織
せ
ら
〔
れ
〕
た
る
内
閣
（
11
（

」
を
作
ら
ん
と
す
る
意
志
に
お
い
て
、
原
は
伊
藤
博
文
と
一
致
点
を
持
っ
て
い
た
。
明
治
三
三
年
九
月
一
五
日

に
結
党
さ
れ
た
立
憲
政
友
会
の
総
裁
伊
藤
博
文
に
対
し
て
、
原
敬
は
そ
の
幹
事
長
（
11
（

を
務
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
当
時
の
『
原
敬
日
記
』
に
こ
う
あ
る
。
す
な
わ

ち
、

〈
明
治
三
三
年
一
月
二
九
日
〉

「
伊
藤
を
し
て
其
理
想
に
係
る
政
党
を
組
織
せ
し
め
る
に
は
（
現
行
の
第
二
次
―
筆
者
注
（
山
縣
内
閣
の
下
に
出
来
得
る
事
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
井
上

（
馨
（、
山
縣
の
後
を
襲
ふ
て
内
閣
を
組
織
し
其
間
に
伊
藤
の
意
思
を
達
せ
し
め
遂
に
政
党
内
閣
の
基
を
な
す
こ
と
を
説
く
、
井
上
（
馨
（
強
て
不
同
意
を

唱
へ
ず
（
11
（

。」

〈
明
治
三
三
年
七
月
二
三
日
〉

「
伊
藤
に
面
會
せ
り
、
新
政
黨
組
織
に
決
し
余
の
來
京
を
待
て
る
旨
談
話
あ
り
た
り
。
／
同
日
西
園
寺
公
望
に
面
會
し
新
政
黨
組
織
に
關
す
る
委
細
の
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事
情
を
聞
き
且
つ
余
の
意
見
を
述
べ
置
き
た
り
（
11
（

。」

〈
明
治
三
三
年
七
月
二
七
日
〉

「
伊
藤
西
園
寺
大
磯
に
歸
り
余
の
來
談
を
求
む
る
旨
西
園
寺
よ
り
來
書
あ
り
た
る
に
付
大
磯
に
赴
き
た
り
。
伊
藤
詳
細
に
從
來
の
關
係
を
述
べ
且
つ
新

政
黨
に
對
す
る
考
案
を
説
き
余
の
盡
力
を
求
む
る
旨
を
告
げ
た
る
に
よ
り
余
も
詳
細
に
意
見
を
述
べ
、
夕
七
時
頃
よ
り
十
二
時
に
及
ぶ
、
西
園
寺
同
席
し

た
り
、
伊
藤
の
談
中
余
の
盡
力
は
他
日
内
閣
組
織
の
際
に
最
も
必
要
な
る
旨
を
説
き
暗
に
閣
員
た
る
事
を
求
む
る
の
意
を
漏
せ
り
（
1（
（

。」

〈
明
治
三
三
年
八
月
一
六
日
〉

「
午
前
東
京
に
着
、
午
後
伊
藤
候
を
訪
ふ
て
新
政
黨
の
主
義
綱
領
其
他
の
書
類
を
内
見
す
、
且
つ
伊
藤
よ
り
新
政
黨
組
織
に
關
す
る
一
切
の
事
務
を
擔

任
あ
り
た
し
と
の
依
頼
を
受
く
（
11
（

。」

こ
の
「
新
政
黨
組
織
」
す
な
わ
ち
明
治
三
三
年
九
月
一
五
日
「
開
會
式
を
帝
國
ホ
テ
ル
に
於
て
擧
行
（
11
（

」
し
た
立
憲
政
友
会
の
総
裁
伊
藤
博
文
は
、
九
月
二
九

日
に
「
御
召
に
よ
り
て
參
内
す
、
内
閣
組
織
の
大
命
下
り
た
る
も
（
11
（

」、
第
二
次
山
県
内
閣
か
ら
第
四
次
伊
藤
内
閣
へ
の
内
閣
交
代
は
一
〇
月
一
九
日
ま
で
ず
れ

込
み
、
同
日
の
『
原
敬
日
記
』
に
は
「
伊
藤
總
理
、
末
松
内
務
、
金
子
司
法
、
星
逓
信
、
林
農
商
務
、
松
田
文
部
、
加
藤
高
明
外
務
、
渡
邊
國
武
大
蔵
、
陸
海

軍
は
現
任
の
ま
ゝ
即
ち
桂
陸
軍
、
山
本
海
軍
な
り
（
11
（

」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
司
法
大
臣
は
清
浦
奎
吾
か
ら
金
子
堅
太
郎
に
交
代
し
、
原
敬
は
逓
信
大
臣
星
亨
が
就

任
二
ヵ
月
、
明
治
三
三
年
一
二
月
に
辞
職
し
た
の
で
、
そ
の
後
を
襲
っ
て
逓
信
大
臣
に
就
任
し
た
。
星
亨
の
閣
員
辞
任
に
は
清
浦
を
含
む
貴
族
院
各
派
か
ら
の

圧
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
『
原
敬
日
記
』
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

当
時
「
新
政
黨
組
織
に
關
す
る
一
切
の
事
務
を
擔
任
」
す
る
原
に
と
っ
て
、
交
渉
を
必
要
と
す
る
相
手
は
二
者
、
ラ
イ
バ
ル
政
党
と
し
て
の
憲
政
本
党
と
山

県
有
朋
に
代
表
さ
れ
る
藩
閥
勢
力
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
本
稿
は
清
浦
奎
吾
に
関
す
る
伝
記
的
研
究
で
あ
る
の
で
、
清
浦
が
属
し
て
い
る
と
原
が
看
做
し
て

い
た
山
県
側
の
勢
力
を
専
ら
論
ず
る
こ
と
に
な
る
が
、
同
時
に
原
と
清
浦
の
共
通
面
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
両
者
は
共
に
産
業
立
国
論
者
だ
っ
た
か
ら
で
あ
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る
。
ま
ず
明
治
三
四
年
六
月
に
第
四
次
伊
藤
内
閣
か
ら
第
一
次
桂
内
閣
へ
内
閣
が
交
代
し
た
際
に
は
、
原
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

〈
明
治
三
四
年
六
月
二
日
〉

「
本
日
願
に
依
り
逓
信
大
臣
を
免
ぜ
ら
れ
た
り
。
／
新
内
閣
は
桂
太
郎
總
理
大
臣
、
芳
川
顯
正
逓
信
大
臣
、
曾
禰
荒
助
大
蔵
大
臣
兼
外
務
大
臣
（
小
村

壽
太
郎
歸
朝
の
上
任
命
せ
ら
る
ゝ
筈
と
云
ふ
（、
内
海
忠
勝
内
務
大
臣
、
菊
地
大
麓
文
部
大
臣
、
平
田
東
助
農
商
務
大
臣
、
清
浦
奎
吾
司
法
大
臣
に
し
て

陸
海
軍
は
留
任
し
た
り
。
／
（
中
略
（
／
桂
内
閣
は
山
縣
系
の
諸
氏
を
以
て
組
織
し
た
る
も
の
な
り
、
山
縣
其
議
に
與
か
り
た
る
や
否
や
判
然
せ
ざ
る
も

無
論
に
其
子
分
は
奔
走
し
て
之
を
成
立
せ
し
め
た
る
な
り
山
縣
、
伊
藤
両
系
の
懸
隔
は
是
に
て
益
々
判
明
と
な
る
（
11
（

。」

〈
明
治
三
六
年
五
月
二
一
日
〉

「（
前
略
（
昨
夜
伊
藤
訪
問
中
政
府
よ
り
清
浦
法
相
來
り
、
明
日
よ
り
三
日
間
停
會
の
内
意
を
告
げ
伊
藤
の
同
意
を
求
め
た
る
が
云
（々
11
（

。」

清
浦
は
こ
の
第
一
次
桂
内
閣
で
大
臣
と
し
て
「
四
た
び
司
法
省
に
入
る
」
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
か
ら
二
年
三
ヵ
月
ほ
ど
過
ぎ
た
明
治
三
六
年
九
月
に
は
農
商

務
省
に
移
り
、
農
商
務
相
と
し
て
在
任
二
年
四
ヵ
月
、
最
後
に
は
内
相
も
兼
任
し
、
そ
の
職
責
を
司
法
、
農
商
務
そ
し
て
兼
務
で
内
務
と
移
し
て
い
た
が
、
同

内
閣
が
続
く
四
年
七
ヵ
月
の
間
、
そ
の
四
年
七
ヵ
月
の
全
期
間
に
亘
り
閣
員
と
し
て
在
職
し
、
次
の
明
治
三
九
年
一
月
に
成
立
し
た
第
一
次
西
園
寺
内
閣
の
原

内
相
に
事
務
引
継
を
し
て
い
た
。
こ
の
第
一
次
桂
内
閣
の
司
法
相
当
時
の
明
治
三
六
年
四
月
、
清
浦
は
典
獄
会
同
で
次
の
よ
う
な
演
説
を
し
て
い
た
。
監
獄
改

良
へ
の
志
の
灯
が
、
明
治
二
四
年
の
洋
行
前
後
の
頃
と
ま
っ
た
く
変
わ
ら
ず
清
浦
の
な
か
で
消
え
ず
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。
清
浦
が
監
獄
改
良

へ
の
志
に
お
い
て
自
分
と
同
等
な
も
の
を
持
っ
て
い
る
と
評
価
し
た
監
獄
事
務
官
小
河
滋
次
郎
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
意
味
も
有
っ
た
と
思
わ
れ
、
小
河
に
関

す
る
拙
著
の
な
か
で
既
に
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
紹
介
し
て
お
こ
う
。
主
題
は
「
累
犯
防
遏
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
一
般
犯
罪
予
防
ノ
設
備
ニ
就
テ
ハ
今
尚
不
完
全
ナ
ル
ヲ
免
カ
レ
ザ
ル
ノ
実
况
ナ
リ
ト
雖
モ
少
ク
モ
累
犯
防
遏
ノ
方
法
ニ
就
テ
ハ
監
獄
行
政
ノ
上
ヨ
リ
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之
レ
ニ
向
テ
尚
ホ
大
ニ
力
ヲ
竭
ス
ベ
キ
余
地
ナ
キ
ニ
非
ス
犯
罪
者
ノ
類
別
其
宜
シ
キ
ヲ
得
テ
之
ニ
対
シ
テ
各
々
其
ノ
相
当
ノ
処
遇
ヲ
施
シ
罪
惡
傳
播
ノ
弊

ヲ
防
グ
ト
共
ニ
進
ン
デ
改
良
感
化
ノ
道
ヲ
講
ス
ル
カ
如
キ
ハ
固
ヨ
リ
治
獄
ノ
要
務
ト
シ
テ
当
局
者
ノ
努
メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
処
ナ
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
ト
雖
モ

殊
ニ
幼
年
犯
罪
者
ニ
対
シ
テ
之
ヲ
改
良
感
化
ス
ル
ノ
道
ヲ
講
ス
ル
コ
ト
累
犯
防
遏
ノ
上
ニ
最
モ
必
要
ニ
シ
テ
且
有
効
ナ
ル
急
務
ナ
リ
ト
信
ズ
然
ル
ニ
今
日

ニ
於
ケ
ル
監
獄
ノ
実
况
ニ
就
テ
之
ヲ
見
ル
ニ
此
点
ニ
関
ス
ル
設
備
及
ビ
管
理
ノ
甚
ダ
不
完
全
ナ
ル
カ
爲
メ
ニ
監
獄
ニ
拘
禁
ス
ル
ノ
結
果
或
ハ
益
々
幼
年
犯

罪
者
ヲ
惡
化
セ
シ
ム
ル
ノ
弊
ナ
キ
ヲ
得
ス
是
レ
蓋
シ
普
通
同
一
ノ
監
獄
ニ
之
ヲ
集
禁
ス
ル
ノ
結
果
ト
シ
テ
殆
ン
ト
避
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
ナ
リ
ト
謂
フ
ヘ

シ
能
ク
此
弊
ヲ
防
テ
次
テ
幼
年
犯
罪
者
処
遇
ノ
道
ヲ
全
フ
セ
ン
ト
ナ
ラ
ハ
別
ニ
幼
年
監
獄
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
設
ク
ル
カ
若
ク
ハ
一
監
獄
内
峻　

巖
ナ
ル
離
隔
ノ

下
ニ
幼
年
拘
禁
部
ヲ
特
置
ス
ル
ニ
如
カ
ス
依
テ
将
來
ニ
於
テ
ハ
漸
次
此
方
針
ヲ
以
テ
設
計
セ
シ
ム
ル
所
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
シ
既
ニ
其
ノ
第
一
着
手
ト
シ
テ

埼
玉
監
獄
ノ
川
越
分
監
ヲ
幼
年
監
ニ
指
定
シ
仮
リ
ニ
東
京
ヲ
始
メ
付
近
二
三
ノ
地
方
ニ
生
ス
ル
幼
年
囚
及
懲
治
人
ヲ
此
ニ
集
メ
定
員
七
八
十
名
内
外
ノ
範

囲
ニ
於
テ
試
ミ
ニ
先
ツ
其
管
理
ノ
利
害
便
否
ヲ
経
験
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヽ
セ
リ
其
実
唯
タ
從
來
ノ
支
署
其
儘
ノ
物
ヲ
幼
年
監
ニ
指
定
シ
タ
リ
ト
謂
フ
ニ
過
キ

ス
シ
テ
敢
テ
之
レ
カ
爲
メ
ニ
特
別
ノ
施
設
ヲ
加
ヘ
タ
ル
ニ
非
ス
且
ツ
経
験
ノ
日
尚
ホ
淺
キ
ヲ
以
テ
其
成
績
ニ
就
テ
未
タ
是
非
ノ
判
定
ヲ
下
ス
コ
ト
能
ハ
ス

ト
雖
ト
モ
然
カ
モ
典
獄
始
メ
部
下
職
員
ノ
熱
心
以
テ
経
営
尽
力
ス
ル
処
ア
リ
シ
結
果
略
ホ
幼
年
監
獄
ニ
対
ス
ル
理
想
ノ
空
シ
カ
ラ
サ
ル
ヘ
キ
ヲ
信
認
ス
ル

ヲ
得
ル
ニ
至
レ
リ
其
ノ
幼
年
囚
ト
懲
治
人
ト
性
質
ノ
全
ク
相
異
ナ
ル
ヘ
キ
者
ヲ
同
一
場
所
ニ
集
禁
シ
タ
ル
カ
如
キ
ハ
固
ト
ヨ
リ
実
際
上
ノ
必
要
ニ
基
キ
タ

ル
一
時
ノ
変
例
タ
ル
ニ
過
キ
ス
幼
年
監
獄
設
置
ノ
精
神
ニ
シ
テ
若
シ
能
ク
実
際
ノ
上
ニ
活
動
セ
ラ
ル
ヽ
ヲ
見
ル
ニ
至
ラ
ハ
自
ラ
司
法
上
懲
治
処
分
ノ
増
加

ト
共
ニ
幼
年
囚
ニ
対
ス
ル
刑
期
等
ニ
モ
亦
実
功
ニ
適
ス
ヘ
キ
相
当
ノ
斟
酌
ヲ
見
ル
ニ
至
ル
ヘ
ク
早
晩
更
ニ
進
テ
懲
治
人
ヲ
幼
年
囚
ヨ
リ
離
隔
ス
ル
ノ
必
要

ア
ル
ヘ
キ
ハ
今
ヨ
リ
予
期
ス
ル
処
ナ
リ
尚
幼
年
監
ノ
設
置
ニ
対
ス
ル
将
來
ノ
計
画
ニ
就
テ
ハ
別
ニ
案
ヲ
具
シ
テ
各
位
ニ
諮
詢
ス
ル
処
ア
ル
ニ
依
リ
能
ク
実

際
ノ
便
否
ヲ
考
査
シ
テ
以
テ
其
意
見
ヲ
提
出
セ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
（
11
（

｣

。

こ
の
当
時
お
よ
び
そ
の
後
の
清
浦
に
関
し
て
原
は
次
の
よ
う
な
証
言
も
残
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

〈
明
治
三
七
年
六
月
一
九
日
〉
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「
西
園
寺
來
訪
あ
り
、
昨
日
伊
藤
侯
の
來
談
に
付
來
る
廿
三
日
清
浦
奎
吾
（
現
農
（
の
官
邸
に
政
友
會
よ
り
余
（
若
し
在
京
な
れ
ば
（、
松
田
正
久
、
大

岡
育
造
、
長
谷
場
純
孝
、
進
歩
黨
よ
り
犬
養
毅
、
大
石
正
巳
、
加
藤
政
之
助
外
一
名
を
招
き
時
局
に
關
す
る
經
營
に
付
談
話
あ
る
筈
に
付
、
政
黨
操
縦
と

看
做
さ
れ
て
も
素
志
に
反
せ
り
云
（々
11
（

。」

こ
の
「
時
局
に
關
す
る
經
營
に
付
談
話
」
の
会
合
は
官
民
懇
話
会
と
呼
ば
れ
、
明
治
三
七
年
六
月
二
三
日
に
催
さ
れ
た
が
、
一
ヵ
月
前
の
五
月
八
日
に
は

「
戦
捷
市
民
の
提
灯
行
列
に
満
都
灯
の
海
と
化
し
熱
狂
雑ザ
ッ
ト
ウ鬧
の
極
死
傷
者
を
出
す
（
（11
（

」
と
の
熱
狂
が
東
京
市
日
比
谷
公
園
を
中
心
に
渦
巻
い
て
い
た
。
こ
う
し
た

日
露
戦
争
下
の
状
況
に
あ
っ
て
、
農
商
務
相
清
浦
は
「
戦
争
終
局
の
時
期
は
、
豫
め
測
り
知
り
難
き
も
の
あ
り
と
雖
も
、
一
朝
平
和
克
復
せ
ん
か
、
東
亜
に
お

け
る
列
國
の
掎
角
や
、
極
め
て
激
甚
な
る
も
の
あ
ら
ん
。
此
の
故
に
各
種
の
調
査
及
び
其
の
畫
策
は
、
當
局
に
お
い
て
一
日
も
忽
に
せ
ず
と
雖
も
、
事
、
素
よ

り
官
民
の
協
同
に
待
つ
と
こ
ろ
多
大
な
り
（
中
略
（
さ
れ
ば
本
夕
各
位
の
來
臨
を
得
た
る
に
際
し
、
茲
に
官
民
協
同
の
途
を
開
き
、
各
位
の
知
る
と
こ
ろ
を
述

べ
、
欲
す
る
と
こ
ろ
を
道イ

ひ
、
當
局
と
し
て
誤
ま
り
な
き
に
庶
幾
か
ら
し
め
ん
こ
と
を
切
望
す
（
（1（
（

」
と
挨
拶
し
て
い
た
。
こ
こ
に
見
え
る
の
は
原
が
心
配
す
る

「
政
黨
操
縦
」
と
い
う
よ
り
も
、「
平
和
克
復
」
後
に
お
け
る
政
策
合
意
形
成
と
い
う
べ
き
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
権
力
闘
争
の
側
面

が
消
滅
す
る
わ
け
で
は
勿
論
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

〈
明
治
三
九
年
九
月
二
三
日
〉

「（
前
略
（
前
内
閣
員
中
、
清
浦
、
大
浦
（
兼
武
（
等
は
此
機
に
乘
じ
て
内
閣
の
動
揺
を
試
み
ん
と
な
せ
し
が
如
く
云
（々
（10
（

。」

第
一
次
西
園
寺
内
閣
は
明
治
三
九
年
一
月
七
日
か
ら
第
二
次
桂
内
閣
に
引
き
継
ぐ
明
治
四
一
年
七
月
一
四
日
ま
で
の
二
年
半
、
農
商
務
大
臣
は
松
岡
康
毅
、

逓
信
大
臣
は
山
県
伊
三
郎
に
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
こ
の
期
間
の
農
商
務
逓
信
行
政
に
関
し
て
、
原
は
「
農
商
務
の
如
き
次
官
已
下
屬
僚
皆
な
清
浦
派
に
て
、

松
岡
は
何
事
も
な
し
得
ず
、
逓
信
の
如
き
次
官
已
下
は
清
浦
及
び
大
浦
等
の
派
に
て
山
縣
伊
三
郎
何
事
も
な
し
得
ざ
る
情
況
（
（10
（

」
で
あ
っ
た
と
嘆
い
て
い
た
。
第

一
次
西
園
寺
内
閣
を
内
務
大
臣
と
し
て
支
え
る
原
敬
に
と
っ
て
、「
前
内
閣
員
」
清
浦
奎
吾
は
大
変
に
迷
惑
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
が
、
清
浦
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は
前
内
閣
の
内
閣
員
と
し
て
四
年
七
ヵ
月
在
任
し
た
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
原
敬
の
嘆
き
も
こ
う
し
た
背
景
を
勘
定
に
入
れ
て
割
り
引
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
こ
う
し
た
反
目
の
一
方
で
、
こ
の
両
者
は
「
國
家
の
要
務
中
國
富
涵
養
の
淵
源
た
る
産
業
の
事
に
關
し
て
は
今
日
特
に
至
重
の
注
意
を
要
す
る
」（
明

治
三
七
年
二
月
一
〇
日
の
地
方
長
官
会
同
で
の
農
商
務
相
清
浦
奎
吾
（
（10
（

（
と
い
う
点
で
、
ま
た
「
要
は
農
業
立
國
も
商
工
立
國
も
共
に
極
端
論
に
し
て
取
る
に
足

ら
ず
、
日
本
の
國
柄
と
し
て
は
商
工
發
達
と
共
に
農
業
の
隆
盛
を
計
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
」（
明
治
三
五
年
五
月
二
七
日
の
大
阪
府
立
農
学
校
で
の
大
阪
北
浜
銀

行
頭
取
原
敬
（
（10
（

（
と
い
う
点
で
、
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

明
治
三
七
年
五
月
一
日
現
在
『
職
員
録
（
甲
（』（
印
刷
局
（
の
農
商
務
省
の
欄
は
こ
う
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
農
商
務
省
官
制　

明
治
三
十
一
年
十
月
勅
令
第
二
百
八
十
二
號
（
抄
（
／
一 

農
商
務
大
臣
ハ
農
、
商
、
工
、
水
産
、
林
野
、
鐄
山
及
地
質
ニ
關
ス
ル

事
務
ヲ
管
理
ス
／
一 

大
臣
官
房
ニ
於
テ
ハ
通
則
ニ
掲
タ
ル
モ
ノ
ノ
外
内
外
博
覧
會
ニ
關
ス
ル
事
務
ヲ
掌
ル
／
一 

農
商
務
省
專
任
參
事
官
ハ
四
人
專
任
書

記
官
ハ
四
人
ヲ
以
テ
定
員
ト
ス
／
一 
農
商
務
省
ニ
專
任
技
師
三
十
五
人
專
任
技
手
五
十
一
人
ヲ
置
ク
／
農
商
務
省
屬
ハ
八
十
九
人
ヲ
以
テ
定
員
ト
ス
／

大
臣　

從
二
、
勲
一
、
男
清
浦
奎
吾
（
中
略
（
／
次
官
一
等　

文
官
普
通
懲
戒
委
員
長
從
四　

和
田
彦
次
郎
（
中
略
（
／
大
臣
官
房　

秘
書
官
秘
書
課
長

　

文
官
普
通
試
験
委
員
文
官
普
通
懲
戒
委
員
正
六　

神
山
閏
次
（
中
略
（
／
農
務
局
（
中
略
（
／
商
工
局
（
中
略
（
／
山
林
局
（
中
略
（
／
鐄
山
局
（
中

略
（
／
水
産
局
（
中
略
（
／
地
質
調
査
所
（
中
略
（
／
製
鐡
所
（
中
略
（
／
特
許
局
（
後
略
（
（10
（

（」。

こ
の
、
清
浦
が
携
わ
っ
た
「
農
、
商
、
工
、
水
産
、
林
野
、
鐄
山
及
地
質
ニ
關
ス
ル
事
務
ヲ
管
理
ス
」
と
い
う
職
務
に
は
、
原
も
携
わ
っ
て
い
た
。
原
は
明

治
二
二
年
に
そ
れ
ま
で
の
外
交
官
の
職
務
か
ら
離
れ
、「
農
商
務
省
参
事
官
に
轉
ず
、（
外
務
省
当
時
の
上
司
や
同
僚
で
あ
っ
た
―
筆
者
注
（
井
上
伯
農
商
務
大

臣
に
し
て
齊
藤
修
一
郎
等
も
同
省
に
在
る
が
為
め
な
り
（
（10
（

」
と
記
し
て
い
た
。
そ
し
て
同
年
末
に
は
農
相
が
井
上
馨
か
ら
岩
村
通
俊
に
交
代
し
、
そ
の
岩
村
の
も

と
で
「
農
商
務
大
臣
秘
書
官
に
任
ぜ
ら
れ
（
（10
（

」
る
が
、
半
年
ほ
ど
で
「
岩
村
農
相
は
宮
中
顧
問
官
に
轉
じ
陸
奥
宗
光
駐
米
公
使
よ
り
農
相
と
な
れ
り
（
（10
（

」。
陸
奥
は

そ
の
農
相
の
地
位
に
二
年
弱
あ
っ
た
が
、
明
治
二
五
年
八
月
に
第
二
次
伊
藤
内
閣
で
外
務
大
臣
と
な
り
、
そ
の
「
陸
奥
外
相
よ
り
相
談
す
べ
き
件
あ
り
（
（（1
（

」
と
の

こ
と
で
面
会
し
た
と
こ
ろ
、
陸
奥
よ
り
「
外
務
省
通
商
局
長
に
任
ぜ
ら
（
（（（
（

」
れ
た
。
そ
し
て
三
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
た
明
治
二
八
年
五
月
、
陸
奥
外
相
の
も
と
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「
余
林
（
董
（
の
後
任
と
し
て
外
務
次
官
に
任
ぜ
ら
る
（
（（0
（

」。
確
か
に
一
方
は
貴
族
院
議
員
、
他
方
は
衆
議
院
議
員
で
あ
っ
た
が
、
と
も
次
官
の
経
験
者
で
あ
り
、

同
僚
と
い
う
間
柄
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

第
三
章　

枢
密
顧
問
官
と
な
り
貴
族
院
議
員
を
辞
す

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
枢
密
院
官
制
及
事
務
規
程
ヲ
定
ム
」
と
の
文
書
を
見
る
と
、
日
付
が
「
明
治
二
十
年
四
月
」
で
、
内
閣
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
お
よ
び

各
省
大
臣
の
花
押
、
印
に
続
き
、「
樞
密
院
官
制
／
樞
密
院
事
務
規
程
／
右
閣
議
ニ
供
ス
」
と
あ
り
、
そ
の
後
に
勅
令
と
な
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、「
朕
元
勲
及
練
達
ノ
人
ニ
諮
詢
シ
其
啓
沃
ノ
力
ニ
倚
ル
ノ
必
要
ヲ
察
シ
樞
密
院
ヲ
設
ケ
至
髙
顧
問
ノ
府
ト
ナ
サ
ン
ト
ス
茲
ニ
其
官
制
及
事
務
規
程
ヲ
裁

可
シ
之
ヲ
公
布
セ
シ
ム
／
御
名
御
璽
／
明
治
廿
一
年
四
月
廿
八
日　

内
閣
総
理
大
臣
／
勅
令
第
二
十
二
號
／
樞
密
院
官
制
／
第
一
章　

組
織
／
第
一
條　

樞
密

院
ハ
天
皇
親
臨
シ
テ
重
要
ノ
國
務
ヲ
諮
詢
ス
ル
所
ト
ス
／
第
二
條　

枢
密
院
ハ
第
一
議
長
一
人
第
二
副
議
長
一
人
第
三
顧
問
官
十
二
人
以
上
第
四
書
記
官
長
一

人
及
書
記
官
数
人
ヲ
以
テ
組
織
ス
／
（
中
略
（
／
第
八
條　

樞
密
院
ハ
行
政
及
立
法
ノ
事
ニ
關
シ
天
皇
ノ
至
髙
ノ
顧
問
タ
リ
ト
雖
モ
施
政
ニ
干
與
ス
ル
コ
ト
ナ

シ
（
後
略
（
（（0
（

（」。

右
文
書
は
日
付
か
ら
見
て
「
閣
議
ニ
供
ス
」
か
ら
「
勅
令
」
と
し
て
公
に
さ
れ
る
ま
で
一
年
が
掛
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
間
の
あ
る
時
点
で

「
元
勲
及
練
達
ノ
人
ニ
諮
詢
」
が
「
元
勲
及
練
達
ノ
人
ヲ
撰
ミ
国
務
ヲ
諮
詢
」
へ
と
加
筆
訂
正
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
そ
の
構
成
員
の
要
件
は
「
樞
密
院
官

制
」
中
に
は
見
当
た
ら
ず
、
勅
語
の
部
分
の
「
元
勲
及
練
達
ノ
人
」
が
そ
れ
に
当
た
っ
て
い
る
。
前
掲
の
明
治
二
二
年
二
月
一
一
日
「
勅
令
十
一
号　

貴
族
院

令
」
の
第
一
條
第
四
項
「
國
家
ニ
勲
勞
ア
リ
又
ハ
學
識
ア
ル
者
ヨ
リ
特
ニ
勅
任
セ
ラ
レ
タ
ル
者
」
と
比
較
す
れ
ば
、
明
治
二
一
年
四
月
二
八
日
「
勅
令
二
十
二

号　

樞
密
院
官
制
」
の
場
合
に
は
、「
勅
任
」
で
は
な
く
、「
親
任
」（
第
三
条
（
で
あ
り
、
ま
た
「
天
皇
親
臨
シ
テ
重
要
ノ
國
務
ヲ
諮
詢
ス
ル
」（
第
一
条
（
人

た
ち
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
こ
に
は
、
第
一
一
条
に
お
い
て
「
各
大
臣
ハ
其
職
権
上
ヨ
リ
樞
密
院
ニ
於
テ
顧
問
官
タ
ル
ノ
地
位
ヲ
有
シ
議
席
ニ
列
シ
表
決
ノ
権

ヲ
有
ス
（
下
略
（」
と
あ
り
、
内
閣
員
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
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『伯爵清浦奎吾傳』

清
浦
の
場
合
に
は
、
第
一
次
桂
内
閣
が
明
治
三
九
年
一
月
に
第
一
次
西
園
寺
内
閣
に
交
代
し
て
、
第
一
次
西
園
寺
内
閣
の
内
相
原
敬
が
、
同
内
閣
へ
の
「
前

内
閣
員
」
清
浦
の
工
作
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
当
時
、
当
の
内
閣
の
長
た
る
西
園
寺
公
望
か
ら
枢
密
顧
問
官
に
任
命
す
る
旨
の
連
絡
が
届
く
こ
と
に
な
る
。
国
立

公
文
書
館
所
蔵
「
任
枢
密
院
顧
問
官　

男
爵
清
浦
奎
吾
」
に
は
こ
う
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
従
二
位
勲
一
等
男
爵
清
浦
奎
吾
／
（
中
略
（
／
任
樞
密
顧
問
官
／
右
勅
旨
ヲ
奉
シ
謹
テ
奏
ス
／
明
治
三
十
九
年
四
月
十
一
日
／
内
閣
總
理
大
臣
侯
爵

西
園
寺
公
望
花
押
（
（（0
（

」

「
前
内
閣
員
」
か
ら
「
樞
密
院
に
入
る
」
と
、
い
か
な
る
変
化
が
あ
る
の
か
。
ま
ず
清
浦
は
貴
族
院
議
員
を
辞
職
し
た
。
す
な
わ
ち
、

「
辭
職
願
／
奎
吾
儀
本
月
十
三
日
樞
密
顧
問
官
拝
命
候
ニ
付
貴
族
院
議
員
ノ
職
ヲ
辭
シ
度
御
執
奏
方
可
然
御
取
計
被
下
度
候
也
／
明
治
三
十
九
年
四
月

十
七
日
／
樞
密
顧
問
官
男
爵
清
浦
奎
吾
印
／
貴
族
院
議
長
公
爵
徳
川
家
達
殿
（
（（0
（

」

任
命
の
日
付
に
関
し
て
は
、
年
表
（
履
歴
書
（
に
は
明
治
三
九
年
四
月
一
三
日
に
「
任
枢
密
顧
問
官
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
任

枢
密
顧
問
官　

男
爵
清
浦
奎
吾
」
に
は
四
月
一
一
日
と
あ
り
、
異
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
は
な
く
、
上
奏
書
が
発
せ
ら
れ
た
の
が
四
月
一
一

日
、
親
任
書
が
発
せ
ら
れ
た
日
が
四
月
一
三
日
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
清
浦
は
枢
密
院
官
制
第
八
条
「
樞
密
院
ハ
行
政
及
立
法

ノ
事
ニ
關
シ
天
皇
ノ
至
髙
ノ
顧
問
タ
リ
ト
雖
モ
施
政
ニ
干
與
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
」
に
従
っ
て
貴
族
院
議
員
を
辞
職
し
た
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
前
掲
の
『
原
敬
日
記
』
の
記
述
「
前
内
閣
員
中
、
清
浦
、
大
浦
（
兼
武
（
等
は
此
機
に
乘
じ
て
内
閣
の
動
揺
を
試
み
ん
と
な
せ
し
が
如
く

云
々
」
は
、
枢
密
顧
問
官
就
任
後
の
出
来
事
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
う
解
釈
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
そ
の
当
時
の
清

浦
の
直
接
的
な
行
動
と
解
す
る
べ
き
で
は
な
く
、「
農
商
務
の
如
き
次
官
已
下
屬
僚
皆
な
清
浦
派
に
て
」
と
い
う
、
そ
の
「
清
浦
派
」
の
工
作
と
考
え
る
べ
き

事
柄
で
あ
ろ
う
。
西
園
寺
な
い
し
原
と
い
っ
た
政
友
会
幹
部
の
側
に
お
い
て
は
、
清
浦
の
枢
密
顧
問
官
任
命
は
清
浦
を
貴
族
院
か
ら
引
き
離
し
、
政
友
会
「
内
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閣
の
維
持
を
計
る
の
企
圖
に
出
た
る
も
の
（
（（0
（

」
と
も
言
い
得
る
事
柄
だ
っ
た
。
同
時
に
、
原
自
身
は
彼
に
「
爵
位
を
や
っ
て
、
衆
議
院
の
議
席
を
と
り
あ
げ
て
し

ま
い
、
政
友
会
内
部
の
結
束
に
ヒ
ビ
を
入
れ
よ
う
と
す
る
（
（（0
（

」
工
作
を
警
戒
し
て
い
た
。

お
わ
り
に

清
浦
に
と
っ
て
枢
密
顧
問
官
に
親
任
さ
れ
た
こ
と
は
、
い
か
な
る
感
慨
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
か
。「
枢
密
顧
問
ハ
枢
密
院
官
制
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
天
皇

ノ
諮
詢
ニ
応
ヘ
重
要
ノ
国
務
ヲ
審
議
ス
」（
大
日
本
帝
国
憲
法
第
五
六
条
（
と
い
う
明
治
立
憲
体
制
の
も
と
、
明
治
二
一
年
勅
令
第
二
二
号
枢
密
院
官
制
第
六

条
「
樞
密
院
ハ
（
中
略
（
會
議
ヲ
開
キ
意
見
ヲ
上
奏
シ
勅
裁
ヲ
請
フ
ヘ
シ
」
が
、
明
治
二
三
年
勅
令
第
二
一
六
号
に
よ
り
第
六
条
「
樞
密
院
ハ
（
中
略
（
諮
詢

ヲ
待
テ
會
議
ヲ
開
キ
意
見
ヲ
上
奏
ス
」
へ
と
改
正
な
い
し
明
確
化
さ
れ
た
関
係
の
な
か
に
入
る
こ
と
を
天
皇
自
身
か
ら
名
指
し
で
命
じ
ら
れ
た
こ
と
の
感
激
と
、

そ
の
関
係
の
維
持
が
本
当
に
自
分
に
出
来
る
の
か
と
い
う
不
安
の
、
そ
の
両
方
の
感
情
の
間
で
清
浦
も
揺
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
原
敬
日
記
』
の
記
述
は
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
に
注
意
し
て
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
次
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
明
治
四
二
年
一
一
月
九
日
の
箇
所
を
引
用

し
よ
う
。
も
し
『
原
敬
日
記
』
の
こ
の
箇
所
を
そ
れ
が
執
筆
さ
れ
た
ま
さ
に
そ
の
当
時
に
清
浦
が
読
ん
で
い
た
な
ら
ば
、
清
浦
は
ど
う
考
え
た
で
あ
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、

「
西
園
寺
よ
り
昨
夜
不
在
中
本
日
面
會
し
た
き
旨
申
越
あ
り
た
る
に
因
り
午
後
訪
問
せ
し
に
、
桂
首
相
昨
日
西
園
寺
を
訪
問
し
長
時
間
談
話
せ
し
由

（
中
略
（
桂
の
談
話
中
、
樞
密
院
議
長
の
後
任
に
關
し
陛
下
は
文
官
を
擧
げ
ら
る
ゝ
御
趣
意
に
て
も
あ
ら
ん
か
山
縣
を
推
薦
せ
し
も
容
易
に
御
嘉
納
な
か

り
し
が
、（
中
略
（
遂
に
山
縣
が
任
命
せ
ら
る
ゝ
事
と
な
れ
り
と
云
ひ
た
る
由
に
て
、
陛
下
が
山
縣
を
擧
ぐ
る
を
好
せ
ら
れ
ざ
る
こ
と
は
始
め
て
聞
け
り

と
西
園
寺
は
云
へ
り
（
後
略
（
（（0
（

（」。
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『伯爵清浦奎吾傳』

桂
首
相
が
「
樞
密
顧
問
官
元
帥
陸
軍
大
将
正
二
位
大
勲
位
功
一
級
公
爵
山
縣
有
朋
」
を
枢
密
院
議
長
に
任
ず
る
と
い
う
「
勅
旨
ヲ
奉
シ
」
上
奏
を
行
な
っ
た

の
が
明
治
四
二
年
一
一
月
一
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
（（0
（

。
ち
な
み
に
、
山
県
を
継
い
で
大
正
一
一
年
二
月
六
日
に
枢
密
院
議
長
に
任
ず
る
と
い
う
「
勅
旨
ヲ
奉

シ
」
高
橋
是
清
首
相
よ
り
上
奏
さ
れ
た
の
は
、「
樞
密
院
副
議
長
従
二
位
勲
一
等
子
爵
清
浦
奎
吾
」
で
あ
っ
た
（
（01
（

。

本
稿
は
明
治
期
の
清
浦
を
扱
う
の
で
、
大
正
期
以
降
の
清
浦
に
関
し
て
は
考
察
の
範
囲
外
で
あ
る
。
だ
が
、
明
治
天
皇
は
明
治
四
二
年
一
一
月
の
時
点
で
武

官
山
県
が
枢
密
院
議
長
の
席
に
就
く
こ
と
は
好
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
清
浦
が
そ
の
当
時
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
明
治
天
皇
の
枢
密
顧
問
官
の
一
人
で
文

官
た
る
清
浦
は
ど
ん
な
感
慨
を
抱
い
た
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
点
は
、
考
察
の
対
象
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
当
時
の
清
浦
は
『
原
敬
日
記
』
に
は
記
さ
れ
て

い
た
当
該
の
内
容
を
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
り
、『
原
敬
日
記
』
の
当
該
個
所
の
み
の
紹
介
で
本
稿
は
閉
じ
る
こ
と
と
す
る
。

注
（
１
（
拙
稿
「
近
代
日
本
に
お
け
る
統
治
機
構
整
備
と
議
会
開
設

―
明
治
五
年
か
ら
二
四
年
ま
で
の
清
浦
奎
吾
の
経
歴
を
通
し
て
」、『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
社
会
科
学
』
第

二
三
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
。

（
２
（
国
立
公
文
書
館
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
件
名
「
内
務
省
警
保
局
長
清
浦
奎
吾
貴
族
院
議
員
ニ
被
任
ノ
件
」、
請
求
番
号
「
本
館
二
Ａ
‐
〇
一
八
‐
〇
〇　

任
Ａ

〇
〇
二
四
七
一
〇
〇
」、
明
治
二
四
年
四
月
九
日
。

（
３
（
国
立
公
文
書
館
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
件
名
「
内
務
省
・
内
務
省
警
保
局
長
清
浦
奎
吾
依
願
免
官
ノ
件
」、
請
求
番
号
「
本
館
二
Ａ
‐
〇
一
八
‐
〇
〇　

任
Ａ

〇
〇
二
四
三
一
〇
〇
」、
明
治
二
四
年
四
月
九
日
。

（
４
（
同
右
。

（
５
（
拙
稿
「
近
代
日
本
に
お
け
る
統
治
機
構
整
備
と
議
会
開
設
―
明
治
五
年
か
ら
二
四
年
ま
で
の
清
浦
奎
吾
の
経
歴
を
通
し
て
」、
三
ペ
ー
ジ
。

（
６
（
明
治
二
二
年
二
月
一
一
日
勅
令
第
一
一
号
「
貴
族
院
令
」。

（
７
（
前
掲
、
国
立
公
文
書
館
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
件
名
「
内
務
省
・
内
務
省
警
保
局
長
清
浦
奎
吾
依
願
免
官
ノ
件
」
に
は
「
内
閣
第
七
十
號　

四
月
九
日
裁
可
」
と
右
肩

に
記
さ
れ
た
書
類
が
含
ま
れ
、
本
文
中
に
「
埼
玉
縣
知
事
従
四
位
小
松
原
英
太
郎
／
任
内
務
省
警
保
局
長
／
（
中
略
（
／
右
謹
テ
裁
可
ヲ
仰
ク
／
明
治
廿
四
年
四
月
八
日
」

と
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
続
く
署
名
者
の
部
分
の
映
像
は
備
わ
っ
て
い
な
い
。

（
８
（『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
上
巻
、
二
七
六
ペ
ー
ジ
。

（
９
（
同
右
、
二
七
五
～
二
七
六
ペ
ー
ジ
。
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（
10
（
国
立
公
文
書
館
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
件
名
「
内
閣
・
警
保
局
長
清
浦
奎
吾
欧
洲
ヘ
差
遣
ノ
件
」、
請
求
番
号
「
本
館
二
Ａ
‐
〇
一
八
‐
〇
〇　

任
Ａ
〇
〇
一
九
八
一

〇
〇
」、
明
治
二
二
年
九
月
二
七
日
。　

（
11
（
同
右
。

（
12
（
同
右
。

（
1（
（
同
右
。

（
1（
（『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
上
巻
、
三
一
二
～
三
一
三
ペ
ー
ジ
。

（
1（
（
同
右
、
三
一
七
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
手
塚
豊
「
ヘ
ー
ン
警
察
大
尉
〈
千
葉
県
巡
回
復
命
書
〉」、『
法
学
研
究
』
第
四
九
巻
第
六
号
（
一
九
七
六
年
五
月
（
に
よ
れ
ば
、
ウ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
・
ヘ
ー
ン
大
尉
は
在
職
し
た
警
官
練
習
所
が
明
治
二
二
年
三
月
に
閉
鎖
さ
れ
た
後
、「
警
視
庁
の
顧
問
に
転
じ
て
一
ヵ
年
間
在
職
、
二
十
四
年
三
月
に
帰
国
し
た
。
そ

し
て
翌
年
十
二
月
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
逝
去
し
た
」（
七
一
ペ
ー
ジ
（
と
あ
る
。
清
浦
の
記
憶
と
は
合
致
し
な
い
個
所
が
あ
る
。

（
16
（
同
右
、
三
三
〇
ペ
ー
ジ
。

（
17
（
同
右
。

（
18
（
同
右
、
三
二
五
～
三
二
六
ペ
ー
ジ
。

（
1（
（
国
立
公
文
書
館
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
件
名
「
貴
族
院
議
員
従
四
位
清
浦
奎
吾
土
耳
格
国
オ
ス
マ
ニ
ヤ
三
等
勲
章
受
領
及
佩
用
願
ノ
件
」、
請
求
番
号
「
本
館
二
Ａ
‐

〇
一
八
‐
〇
〇　

任
〇
〇
二
九
〇
一
〇
〇
」、
明
治
二
五
年
三
月
一
八
日
。

（
20
（
同
右
。

（
21
（
中
央
新
聞
、
明
治
二
五
年
四
月
二
二
日
付
。

（
22
（
同
右
、
明
治
二
五
年
四
月
二
〇
日
付
。

（
2（
（
同
右
、
明
治
二
五
年
四
月
二
〇
日
付
、
第
一
面
雑
報
欄
「
何
ぞ
天
然
の
園
圃
を
修
整
せ
ざ
る
」。

（
2（
（
同
右
。
明
治
二
五
年
四
月
二
一
日
付
、
第
一
面
雑
報
欄
「
何
ぞ
天
然
の
園
圃
を
修
整
せ
ざ
る
」。
な
お
『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
上
巻
、
三
三
三
―
三
四
〇
ペ
ー
ジ
に
同
演
説

は
句
読
点
追
加
等
の
編
集
が
施
さ
れ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
2（
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
、「
衆
議
院
委
員
会
会
議
録
．
第
２
回
帝
国
議
会
」、「
八　

府
縣
監
獄
費
及
府
縣
監
獄
修
繕
費
ノ
國
庫
支
辨
ニ
關
ス
ル
法
律
案
審
査
特

別
委
員
會
議
録　

百
二
十
一
」。

（
26
（
同
右
、「
八　

府
縣
監
獄
費
及
府
縣
監
獄
修
繕
費
ノ
國
庫
支
辨
ニ
關
ス
ル
法
律
案
審
査
特
別
委
員
會
議
録　

百
二
十
六
」。

（
27
（
国
立
国
会
図
書
館
、「
帝
国
議
会
会
議
録
」、「
貴
族
院
」、
明
治
二
四
年
一
二
月
一
四
日
、「
貴
族
院
第
二
回
通
常
會
議
事
速
記
録
第
十
二
號　

一
〇
一
」。
な
お
、「
貴
族
院

第
二
回
通
常
會
議
事
速
記
録
索
引
」
を
見
る
と
、
同
会
期
中
で
の
貴
族
院
で
の
「
府
縣
監
獄
費
及
府
縣
監
獄
建
築
修
繕
費
ノ
國
庫
支
辨
ニ
關
ス
ル
法
律
案
」
の
審
議
は
こ
の
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一
二
月
一
四
日
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
の
で
、「
報
告
」
が
な
さ
れ
た
だ
け
で
審
議
に
入
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
28
（
遠
山
茂
樹
、
安
達
淑
子
著
『
近
代
日
本
政
治
史
必
携
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年
（
で
は
「
第
三
回
特
別
議
会
」（
二
二
三
ペ
ー
ジ
（
と
呼
ん
で
い
る
。

（
2（
（
国
立
国
会
図
書
館
、「
帝
国
議
会
会
議
録
」、「
貴
族
院
」、「
第
三
回
帝
國
議
會
貴
族
院
議
事
速
記
録
目
次　

一
」。

（
（0
（
国
立
国
会
図
書
館
、「
帝
国
議
会
会
議
録
」、「
貴
族
院
」、「
第
三
回
帝
國
議
會
貴
族
院
議
事
速
記
録
索
引　

五
」。

（
（1
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
、「
衆
議
院
委
員
会
会
議
録
．
第
３
回
帝
国
議
会
」、「
十
三　

府
縣
監
獄
費
及
府
縣
監
獄
建
築
修
繕
費
國
庫
支
辨
ニ
關
ス
ル
法
律
案
審

査
特
別
委
員
會
議
録　

百
六
十
四
」。

（
（2
（
同
右
、「
十
三　

府
縣
監
獄
費
及
府
縣
監
獄
建
築
修
繕
費
國
庫
支
辨
ニ
関
ス
ル
法
律
案
審
査
特
別
委
員
會
議
録　

百
七
十
一
」。　

（
（（
（
同
右
、「
十
三　

府
縣
監
獄
費
及
府
縣
監
獄
建
築
修
繕
費
國
庫
支
辨
ニ
関
ス
ル
法
律
案
審
査
特
別
委
員
會
議
録　

百
八
十
九
」。

（
（（
（
同
右
。

（
（（
（『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
上
巻
、
二
七
九
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
と
し
て
現
在
読
む
こ
と
の
出
来
る
清
浦
奎
吾
著
「
監
獄
費
用
ニ
関
ス
ル
意
見
」

（
明
治
二
四
年
四
月
九
日
（
は
、
こ
の
「
別
に
」
配
付
さ
れ
た
意
見
書
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

（
（6
（
な
お
同
書
簡
は
『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
上
巻
二
七
九
～
二
八
〇
ペ
ー
ジ
に
句
読
点
追
加
等
の
編
集
が
施
さ
れ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
公
益
財
団
法
人
矯
正
協
会
矯
正
図

書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
デ
ジ
タ
ル
公
開
資
料
の
箇
所
か
ら
辿
っ
て
、こ
の『
大
日
本
監
獄
協
會
雜
誌
』全
巻
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
見
る
こ
と
が
近
年
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。

（
（7
（
な
お
同
意
見
書
は
『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
上
巻
二
八
一
～
二
八
九
ペ
ー
ジ
に
句
読
点
追
加
等
の
編
集
が
施
さ
れ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
（8
（
拙
著
『
監
獄
行
政
官
僚
と
明
治
日
本

―
小
河
滋
次
郎
研
究
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
（
七
八
ペ
ー
ジ
。

（
（（
（
同
右
、
八
四
～
八
五
ペ
ー
ジ
。

（
（0
（
同
右
、
一
九
ペ
ー
ジ
な
ど
。

（
（1
（『
近
代
日
本
政
治
史
必
携
』
三
二
ペ
ー
ジ
。

（
（2
（『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
上
巻
、
三
六
一
～
三
六
二
ペ
ー
ジ
。

（
（（
（
同
右
、
三
六
〇
ペ
ー
ジ
。

（
（（
（『
近
代
日
本
政
治
史
必
携
』
九
九
ペ
ー
ジ
。

（
（（
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
、「
職
員
録
、
明
治
二
九
年
（
甲
（」
二
九
九
～
三
〇
〇
ペ
ー
ジ
。

（
（6
（
拙
著
『
監
獄
行
政
官
僚
と
明
治
日
本

―
小
河
滋
次
郎
研
究
』
七
二
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
（7
（『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
上
巻
、
四
六
四
ペ
ー
ジ
。
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（
（8
（
同
右
、
四
二
七
～
四
四
五
ペ
ー
ジ
。　

（
（（
（
履
歴
書
で
は
「
任
司
法
次
官
」
は
八
月
二
二
日
と
な
っ
て
い
て
、「
清
浦
伯
談
」（『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
上
巻
、
三
六
二
ペ
ー
ジ
（
が
伝
え
る
八
月
二
三
日
と
は
一
致
し
な
い
。

（
（0
（
国
立
公
文
書
館
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
件
名
「
内
閣
総
理
大
臣
侯
爵
山
縣
有
朋
以
下
四
名
法
典
調
査
会
総
裁
副
総マ
マ

命
免
ノ
件
」、
請
求
番
号
「
本
館
二
Ａ
‐
〇
一
八
‐

〇
〇　

任
Ｂ
〇
〇
一
九
〇
一
〇
、明
治
三
一
年
一
一
月
二
二
日
」
に
納
め
ら
れ
て
い
る
一
枚
の
書
類
に
は
「
司
法
大
臣
清
浦
奎
吾
／
法
典
調
査
會
副
總
裁
被　

仰
付
」
と
あ
り
、

日
付
は
「
明
治
三
十
一
年
十
一
月
廿
二
日
」
で
あ
る
が
、
同
書
類
の
欄
外
に
は
「
十
一
月
廿
二
日
裁
可　

仝
廿
四
日
付
変
」
と
書
き
足
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
変
更
さ
れ
た
日

付
が
清
浦
家
所
蔵
の
履
歴
書
と
一
致
し
て
い
る
。

（
（1
（『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
上
巻
、
三
八
九
～
三
九
〇
ペ
ー
ジ
。

（
（2
（
国
立
公
文
書
館
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、「
法
典
調
査
会
規
則
改
正
・
御
署
名
原
本
・
明
治
二
十
七
年
・
勅
令
三
十
号
」、
請
求
番
号
「
分
館
Ｋ
Ｓ
‐
〇
〇
〇
‐
〇
〇

　

御
〇
一
六
八
二
一
〇
〇
」、
明
治
二
七
年
。

（
（（
（
国
立
公
文
書
館
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
件
名
「
法
典
調
査
会
規
則
ヲ
改
正
ス
」、
請
求
番
号
「
本
館
二
Ａ
‐
〇
一
一
‐
〇
〇　

類
〇
〇
六
七
九
一
〇
〇
」、
明
治
二
七
年

三
月
二
六
日
。
な
お
、
こ
の
文
書
の
「
勅
令
案
」
以
下
で
「
明
治
二
十
七
年
三
月
二
十
六
日
／
内
閣
總
理
大
臣
／
司
法
大
臣
／
勅
令
第
三
十
号
號
」
の
部
分
で
筆
跡
に
濃
淡

が
見
ら
れ
る
。「
明
治
二
十
七
」
が
薄
く
、「
年
」
が
濃
い
。「
三
」
が
薄
く
、「
月
」
が
濃
い
。「
二
十
六
」
が
薄
く
、「
日
」
が
濃
い
。
ま
た
「
三
十
」
が
薄
く
、「
號
」
が
濃

い
。
つ
ま
り
、
当
初
は
数
字
を
書
き
込
む
箇
所
が
□
年
□
月
□
日
と
、
ま
た
勅
令
第
□
號
と
空
欄
に
な
っ
て
い
て
、
同
年
三
月
二
十
六
日
ま
で
の
間
の
適
当
な
時
点
で
空
欄

箇
所
に
「
明
治
二
十
七
」「
三
」「
二
十
六
」
と
、
ま
た
「
三
十
」
と
数
字
部
分
が
記
入
さ
れ
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。「
法
典
調
査
会
規
則
ヲ
改
正
ス
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
感

じ
さ
せ
る
書
類
で
あ
る
。

（
（（
（『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
上
巻
、
三
九
〇
ペ
ー
ジ
。

（
（（
（
国
立
公
文
書
館
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
件
名
「
法
典
調
査
会
総
裁
以
下
ヘ
手
当
金
下
賜
ノ
件
」、
請
求
番
号
「
本
館
二
Ａ
‐
〇
一
三
‐
〇
〇　

纂
〇
〇
三
〇
四
一
〇
〇
」、

明
治
二
七
年
六
月
一
九
日
。

（
（6
（『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
上
巻
、
三
九
一
ペ
ー
ジ
。

（
（7
（
拙
著
『
監
獄
行
政
官
僚
と
明
治
日
本

―
小
河
滋
次
郎
研
究
』
七
八
～
七
九
ペ
ー
ジ
。

（
（8
（
国
立
公
文
書
館
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、「
法
典
調
査
会
規
則
改
正
・
御
署
名
原
本
・
明
治
三
十
二
年
・
勅
令
四
十
八
号
」、
請
求
番
号
「
分
館
Ｋ
Ｓ
‐
〇
〇
〇
‐

〇
〇　

御
〇
三
七
八
八
一
〇
〇
」、
明
治
三
二
年
。

（
（（
（
拙
著
『
監
獄
行
政
官
僚
と
明
治
日
本

―
小
河
滋
次
郎
研
究
』
七
九
ペ
ー
ジ
。

（
60
（
同
右
、
拙
著
、
七
八
ペ
ー
ジ
。　

（
61
（
同
右
、
七
二
ペ
ー
ジ
参
照
。
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（
62
（
明
治
三
三
年
四
月
一
日
現
在
『
職
員
録
』
に
よ
れ
ば
司
法
大
臣
が
清
浦
奎
吾
で
一
省
一
局
（
民
刑
局
（
だ
っ
た
の
が
、
明
治
三
四
年
四
月
一
日
現
在
『
職
員
録
』
に
よ
れ
ば

司
法
大
臣
は
金
子
堅
太
郎
で
、
一
省
三
局
（
総
務
局
、
民
刑
局
、
監
獄
局
（
と
な
っ
て
い
る
。
拙
著
『
監
獄
行
政
官
僚
と
明
治
日
本

―
小
河
滋
次
郎
研
究
』
七
八
ペ
ー
ジ

等
で
筆
者
は
監
獄
局
の
内
務
省
か
ら
司
法
省
へ
の
移
管
を
確
認
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
の
司
法
省
大
臣
官
房
の
編
制
替
え
に
よ
る
司
法
省
総
務
局
の
設
置
に
関
す
る
経
緯

は
不
詳
で
あ
る
。

（
6（
（
国
立
公
文
書
館
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、「
法
典
調
査
会
規
則
改
正
・
御
署
名
原
本
・
明
治
三
十
六
年
・
勅
令
二
十
四
号
」、
請
求
番
号
「
分
館
Ｋ
Ｓ
‐
〇
〇
〇
‐

〇
〇　

御
〇
五
四
九
二
一
〇
〇
」、
明
治
三
六
年
三
月
。

（
6（
（
大
日
本
帝
國
議
會
誌
刊
行
會
編
『
大
日
本
帝
國
議
會
誌
』
第
一
巻
（
一
九
二
六
年
（
三
ペ
ー
ジ
。　
　

（
6（
（
同
右
、
二
ペ
ー
ジ
。　

（
66
（
近
衛
篤
麿
日
記
刊
行
会
編
『
近
衛
篤
麿
日
記
（
第
一
巻
（』（
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
昭
和
四
三
年
（
一
一
五
～
一
一
六
ペ
ー
ジ
。

（
67
（『
近
衛
篤
麿
日
記
（
第
二
巻
（』
二
六
一
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
高
木
豊
三
に
関
し
て
は
本
稿
一
二
ペ
ー
ジ
の
『
職
員
録
（
甲
（』
参
照
。

（
68
（
戦
前
期
日
本
官
僚
制
研
究
会
編
、
秦
郁
彦
著
『
戦
前
期
日
本
官
僚
制
の
制
度
・
組
織
・
人
事
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
（
三
七
ペ
ー
ジ
。

（
6（
（
同
右
。

（
70
（
石
渡
誠
三
、
石
渡
林
太
郎
、
木
村
栄
一
、
宮
沢
玲
子
、
若
林
高
子
編
『
藻
汐
草

―
石
渡
敏
一
・
鉚
子
の
思
い
出
』（
昭
和
六
〇
年
（
六
五
ペ
ー
ジ
。

（
71
（
同
右
、
六
五
～
六
六
ペ
ー
ジ
。

（
72
（『
近
衛
篤
麿
日
記
（
第
二
巻
（』
六
ペ
ー
ジ
。

（
7（
（
同
右
、
六
九
ペ
ー
ジ
。　

（
7（
（
同
右
、
七
〇
ペ
ー
ジ
。　

（
7（
（
同
右
、
六
六
～
六
七
ペ
ー
ジ
。　

（
76
（
同
右
、
五
〇
三
ペ
ー
ジ
。　

（
77
（『
近
衛
篤
麿
日
記
（
第
三
巻
（』
三
〇
ペ
ー
ジ
。　

（
78
（
同
右
、
三
三
ペ
ー
ジ
。

（
7（
（
同
右
、
四
三
ペ
ー
ジ
。

（
80
（
同
右
、
四
六
ペ
ー
ジ
。

（
81
（
同
右
。

（
82
（
同
右
、
四
七
ペ
ー
ジ
。　
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（
8（
（
同
右
、
五
四
～
五
五
ペ
ー
ジ
。

（
8（
（
同
右
、
五
五
～
五
六
ペ
ー
ジ
。

（
8（
（
同
右
、
六
五
ペ
ー
ジ
。

（
86
（
原
奎
一
郎
編
『
原
敬
日
記
』
第
一
巻
、
官
界
・
言
論
人
（
福
村
出
版
、
一
九
八
一
年
（
一
六
二
ペ
ー
ジ
に
「
陸
奥
大
臣
和
歌
山
よ
り
議
員
に
選
擧
せ
ら
る
、
國
務
大
臣
に
て

議
員
と
な
り
し
は
外
に
之
な
し
」（
明
治
二
三
年
七
月
五
日
（
と
あ
る
。　

（
87
（
宇
野
俊
一
校
注
『
桂
太
郎
自
伝
』（
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
（
二
九
二
ペ
ー
ジ
。

（
88
（『
近
代
日
本
政
治
史
必
携
』
一
四
四
ペ
ー
ジ
、『
原
敬
日
記
』
第
一
巻
三
〇
五
ペ
ー
ジ
。

（
8（
（『
原
敬
日
記
』
第
一
巻
、
二
九
一
―
二
九
二
ペ
ー
ジ
。

（
（0
（
同
右
、
二
九
五
ペ
ー
ジ
。

（
（1
（
同
右
。

（
（2
（
同
右
、
二
九
六
ペ
ー
ジ
。

（
（（
（
同
右
、
二
九
九
ペ
ー
ジ
。
な
お
、「
伊
藤
新
党
問
題
と
政
党
内
閣
の
誕
生
」
に
関
す
る
分
析
と
し
て
、
坂
本
一
登
「
伊
藤
博
文
と
山
県
有
朋
」、
伊
藤
隆
編
『
山
県
有
朋
と
近

代
日
本
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
（
一
二
七
～
一
六
〇
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
（（
（
同
右
。

（
（（
（
同
右
、
三
〇
二
ペ
ー
ジ
。

（
（6
（
同
右
、
三
四
一
ペ
ー
ジ
。

（
（7
（『
原
敬
日
記
』
第
二
巻
、
政
界
進
出
、
六
一
ペ
ー
ジ
。

（
（8
（『
自
明
治
十
七
年
至
昭
和
七
年 

刑
務
所
会
同
席
上
ニ
於
ケ
ル
訓
示
演
述
注
意
事
項
集
』（
刑
務
協
会
、
昭
和
八
年
（
一
〇
四
～
一
〇
五
ペ
ー
ジ
。
な
お
拙
著
『
監
獄
行
政
官

僚
と
明
治
日
本

―
小
河
滋
次
郎
研
究
』
八
四
～
八
五
ペ
ー
ジ
も
参
照
頂
き
た
い
。

（
（（
（『
原
敬
日
記
』
第
二
巻
、
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
。

（
100
（『
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
』
第
一
二
巻
（
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
編
纂
會
、
昭
和
一
一
年
（
二
四
四
ペ
ー
ジ
。

（
101
（『
伯
爵
清
浦
奎
吾
傳
』
上
巻
、
五
八
一
ペ
ー
ジ
。

（
102
（『
原
敬
日
記
』
第
二
巻
、
一
九
九
ペ
ー
ジ
。

（
10（
（
同
右
（
明
治
四
〇
年
一
一
月
二
九
日
（、
二
七
二
ペ
ー
ジ
。
な
お
注
（
106
（
に
引
用
し
て
い
る
明
治
三
七
年
五
月
一
日
現
在
『
職
員
録
（
甲
（』（
印
刷
局
（
の
農
商
務
省
の

箇
所
を
見
る
と
、
そ
の
大
臣
官
房
秘
書
課
長
秘
書
官
と
し
て
神
山
閏
次
の
名
が
あ
る
。
そ
の
神
山
秘
書
官
が
注
（
10（
（『
清
浦
男
爵　

産
業
論
集
』
の
編
者
神
山
閏
次
で
あ
る
。
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『伯爵清浦奎吾傳』

彼
は
確
か
に
「
清
浦
派
」
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
10（
（
神
山
閏
次
編
『
清
浦
男
爵　

産
業
論
集
』（
博
文
館
、
明
治
三
九
年
五
月
（
本
文
一
ペ
ー
ジ
。

（
10（
（『
原
敬
日
記
』
第
二
巻
、
一
七
ペ
ー
ジ
。

（
106
（
明
治
三
七
年
五
月
一
日
現
在
『
職
員
録
（
甲
（』（
印
刷
局
（
四
一
一
～
四
一
九
ペ
ー
ジ
。

（
107
（『
原
敬
日
記
』
第
一
巻
（
明
治
二
二
年
四
月
二
七
日
（、一
四
三
～
一
四
四
ペ
ー
ジ
。
な
お
、当
時
の
原
の
出
版
物
に
『
埃
及
混
合
裁
判
』（
金
港
堂
、明
治
二
二
年
一
一
月
刊
（

が
あ
る
。
不
平
等
条
約
改
正
の
た
め
の
裁
判
制
度
資
料
と
し
て
、
貴
重
な
報
告
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
、「（
前
略
（
埃
及
政
府
ハ
此
異
議
ヲ
容
レ
法
官
ノ
數
ヲ
改
メ

始
審
裁
判
所
ノ
裁
判
ニ
ハ
法
官
五
名
ヲ
要
シ
内
三
名
ハ
外
國
人
二
名
ハ
埃
及
人
ト
ナ
シ
控
訴
院
ノ
裁
判
ニ
ハ
法
官
七
名
ヲ
要
シ
内
四
名
ハ
外
國
人
三
名
ハ
埃
及
人
ト
修
正
シ

タ
リ
（
後
略
（」（
二
四
ペ
ー
ジ
（
と
。

（
108
（『
原
敬
日
記
』
第
一
巻
（
明
治
二
三
年
一
月
二
二
日
（、
一
五
一
ペ
ー
ジ
。

（
10（
（
同
右
（
明
治
二
三
年
五
月
一
七
日
（、
一
五
八
ペ
ー
ジ
。

（
110
（
同
右
（
明
治
二
五
年
八
月
一
〇
日
（、
一
九
六
ペ
ー
ジ
。

（
111
（
同
右
（
明
治
二
五
年
八
月
一
三
日
（。　

（
112
（
同
右
（
明
治
二
八
年
五
月
二
二
日
（、
二
二
四
ペ
ー
ジ
。

（
11（
（
国
立
公
文
書
館
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
件
名
「
枢
密
院
官
制
及
事
務
規
程
ヲ
定
ム
」、
請
求
番
号
「
本
館
二
Ａ
‐
〇
一
一
‐
〇
〇　

類
〇
〇
三
三
七
一
〇
〇
」、
明
治

二
一
年
四
月
二
八
日
。
な
お
、
こ
の
文
書
も
注
（
（（
（
の
場
合
と
同
様
に
筆
跡
に
濃
淡
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
付
の
箇
所
で
最
初
の
行
の
「
明
治
二
十
年
四
月
」
は
そ
の
す

べ
て
の
文
字
が
濃
く
、
二
番
目
の
日
付
「
明
治
廿
一
年
四
月
廿
八
日
」
は
「
年
」「
月
」「
日
」
の
三
文
字
の
み
が
濃
く
、
数
字
の
部
分
は
薄
い
。
つ
ま
り
、
二
番
目
の
日
付

は
後
日
に
書
き
込
め
る
よ
う
に
数
字
に
当
た
る
部
分
は
空
欄
で
最
初
は
書
か
れ
、
し
か
る
べ
き
時
に
数
字
の
み
記
入
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。「
勅
令
第
二
十
二
號
」
の

「
二
十
二
」
の
箇
所
も
同
様
で
あ
る
。
諸
橋
襄
著
『
明
治
憲
法
と
枢
密
院
制
』（
芦
書
房
、
昭
和
三
九
年
（
に
「
勅
令
第
□
号
」
と
表
記
さ
れ
た
「
枢
密
院
官
制
」
案
が
作
成

さ
れ
て
い
た
と
あ
る
。（
一
七
ペ
ー
ジ
（

（
11（
（
国
立
公
文
書
館
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、「
任
枢
密
顧
問
官　

男
爵
清
浦
奎
吾
」、
請
求
番
号
「
本
館
二
Ａ
‐
〇
〇
一
‐
〇
〇　

別
〇
〇
二
二
〇
一
〇
〇
」、
明
治

三
九
年
四
月
一
三
日
。　

（
11（
（
国
立
公
文
書
館
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
件
名
「
貴
族
院
議
員
男
爵
清
浦
奎
吾
外
一
名
願
ニ
依
リ
貴
族
院
議
員
ヲ
免
ス
ル
ノ
件
」、
請
求
番
号
「
本
館
二
Ａ
‐
〇
一
九
‐

〇
〇　

任
Ｂ
〇
〇
四
三
二
一
〇
〇
」、
明
治
三
九
年
四
月
二
〇
日
。

（
116
（『
原
敬
日
記
』
第
二
巻
、
六
九
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
こ
の
引
用
個
所
は
明
治
三
六
年
七
月
七
日
の
『
原
敬
日
記
』
の
一
節
で
あ
り
、
文
脈
と
し
て
は
「
伊
藤
を
枢
密
に
入
る
ゝ

事
は
山
縣
系
内
閣
の
奸
計
に
出
る
も
の
に
て
、
伊
藤
を
政
友
會
よ
り
分
離
せ
し
め
政
黨
を
全
く
破
壊
し
て
其
政
策
を
自
由
に
行
ひ
内
閣
の
維
持
を
計
る
の
企
圖
に
出
た
る
も
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の
な
り
」
と
あ
る
。
明
治
三
九
年
四
月
の
時
点
で
は
、
攻
守
所
を
代
え
て
、
清
浦
を
「
枢
密
に
入
る
ゝ
事
」
が
図
ら
れ
た
と
解
釈
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

（
117
（
原
奎
一
郎
著
『
ふ
だ
ん
着
の
原
敬
』（
毎
日
新
聞
社
、
昭
和
四
六
年
（
二
四
五
ペ
ー
ジ
。

（
118
（『
原
敬
日
記
』
第
二
巻
、
三
八
三
ペ
ー
ジ
。　

（
11（
（
国
立
公
文
書
館
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、「
任
枢
密
院
議
長　

枢
密
顧
問
官
元
帥
陸
軍
大
将
正
二
位
大
勲
位
功
一
級
公
爵
山
県
有
朋
」、
請
求
番
号
「
本
館
二
Ａ
‐

〇
〇
一
‐
〇
〇　

別
〇
〇
二
二
一
〇
〇
」、
明
治
四
二
年
一
一
月
一
七
日
。　

（
120
（
国
立
公
文
書
館
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、「
任
枢
密
院
議
長　

枢
密
院
副
議
長
従
二
位
勲
一
等
子
爵
清
浦
奎
吾
」、
請
求
番
号
「
本
館
二
Ａ
‐
〇
〇
一
‐
〇
〇　

別
〇

〇
二
二
二
一
〇
〇
」、
大
正
一
一
年
二
月
八
日
。
な
お
、
枢
密
院
に
関
す
る
参
考
文
献
で
、
朝
日
政
治
経
済
叢
書
⑸
『
樞
密
院
問
題
』（
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
五
年
（
は
興
味

深
い
。


